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本書は、平成13年度県営農地保全整備事業元野地区に伴い、宮崎県中部農林振興局の依頼を受けて

実施した 「本野原遺跡」の調査結果のうち、土坑、出土遺物の図面及び遺物写真を収録するもので

ある。

2.本書の作成や、それにかかる室内整理作業は、文化庁の国庫補助事業を得て田野町教育委員会が実

施した。調査体制は以下のとおりである。

口

調査主体 宮崎県宮崎郡田野町教育委員会

調査組織 田野町教育委員会 教育長

社会教育課長

課長補佐兼社会教育係長

調査事務担当 同主査

調査担当   同主査

同主任

西田 英介

明松 光則

松崎 孝二

森田 浩史

森田 浩史

金丸 武司

4.室内整理作業の実施にあたり、田野町内在住の下記の方々の協力を得た。

5。 作業の進行及び編集は、森田の指導の下、金九が行つた。

6.方位は磁北、標高は海抜絶対高である。

7.色調表示は、農水省農林水産技術会議事務局監修の『標準土色帖』の表示に従つた。

8。 遺構略号は、宮崎県内で一般的に用いられる表示に従つた。具林的には以下のとおりである。

竪穴住居 :SA 掘立柱建物 :SB 土坑 :SC ピット:SP 集石遺構 :SI

中央配石、道路状遺構、埋竃など、表示基準のない場合はそのまま記した。なお、竪穴状遺構は

用途不明であることからSXと した。

9.本書の作成にあたつては、以下の方々に賜つた御指導。ご協力を参考とした (五十音順
。敬称略)。

秋成 雅博 。石井  寛 。今田 秀樹・黒川 忠広・来畑 光博・重留 康宏・鈴木 正博

千葉  豊 。東  和幸

10.出土遺物及び図面や写真等の記録物は、田野町荻育委員会で保管している。

11.題字は、木下功氏 (田野町文化財保存調査委員会)に御協力頂いた。
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遺物に関する記述は、基本的に「田野町文化財調査報告書第49集 黒草第2遺跡」の凡例に従った。以
下は土器に関する追力日事項である。

観察表の表記について
1日 土器の調整・文様の観察表上の記述は、以下のとおり省略した。

・横位の、縦位の、斜位の → 横、縦、斜
。軽い、粗い、丁寧な   → 軽、粗、丁
。工具、貝殻腹縁による  → 工、貝
*“ 軽いナデ "には、沈線後の処理も含まれる。明確な沈線処理である場合は、沈線処理と記した。

2・ 土器表面に付着した炭化物は、付着位置から以下のとおり記述した。

内面 :炭化物、外面 (口縁部):煮 こばれ、外面 (口縁部以下):煤
3・ 土器型式の認定基準については、次集 「本野原遺跡三」にて記す予定である。

ただし、本集で行つた型式区分と若干異なる可能性もある。

実測図について
1・ 実測図と拓本の位置関係は、以下の通りである。

土器片の拓本は、基本的に内面も貼 り付けたため、通常は (外面)(内面)(実測図)と なる。 しか

し、内面が無文であるうえ、図版のスペースの関係で掲載できない場合は (外面)(実測図)と省略し

た。ただし、内面が有文で外面が無文の場合は、外面の省略は行わなかった。なお、底部や台付皿形

土器は、実預J図を挟んで上に内面、下に底面の拓本を貼るなどの変更を行つた。

以下は、遺構に関する凡例である。なお、これは第48集も該当する。

覆土注記について
1・ 覆上中の混入物は、以下の通り記述を行つた。

遺構覆土に含まれる堆積層の粒子やブロックは、該当する堆積層の名称を使用するように努めた。

しかし、粒子が細かいものは判別が困難であつたため、色調など断片的な情報を記述するに留まった。

その中で、以下の記述を行つた混入土は、右の堆積層のいずれかと推測される。

粘質土 :早期ローム層、早期ローム層下の粘質上、阿多火砕流上位の粘質土

黄褐色火山灰 (阿多orAh):阿多火砕流、アカホヤ火山灰

黒色土 :御池火山灰層、アカホヤ火山灰直上の軟質黒色土層、大隅降下軽石。なお、ブロックは御池

火山灰層、大隅降下軽石

―
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2,また、以下の混入物は、右の地積1層に含まれていた可能性が高い。

白 色 1粒 子 :御池火山灰、または大隅降下軽石

赤化した角礫 :阿多火砕流

ス コ リ ア■大隅降下軽石

3H硬さの表記は、以下の基―準で行つた。

具体的な硬さ

指でカー杯押しても痕が付かない

指でカー杯押すと、僅かに痕が付く

硬|さ

:10

:9 大変硬く締まっており…

指で力を入れて押すと、僅かに痕が付く

指で力を入れて1押すと、少し痕が付く

８

　

７ 硬く締まっており…

指で押すと、少し痕が付く

指で押すと、1指先がめり込む

６

一　

５

やや硬く締まつており…

やや軟質であり…

指で押すと、第一関節の半分近くめり込む

指で押すと、第一関節の半分以上めり込む

４

　

３

軟質であり…

大変軟質であり…

指で触ると、オガクズ状にサラサラと崩―れる 12

4・ 粘性の表記は、以下のとおりである。

← 弱い

ない  わずかにあり  少しあり

5Ⅲ 混入物の密度は、「田野町文化財調査報告書第49集

著しく軟質であリー

強い →

あり  富む

黒車第 2遺跡」の凡例と同じである。
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第 1表 土坑覆土注記 (1)
SC-01

1層 10YR黒褐 2/3
層中に、阿多火砕流中の傑を多量、粘質上を多量、美
褐色火山灰 (阿多orAh)の 、 3 clll大のブロックを微量、
l clll大のブロックを中量、粒子を中量、 5 dull大の炭の

小片を少量含む。
SC-02

1層 10YR黒褐 2/2
層中に、阿多火砕流中の礫を多量、粘質上の 2 cm大 の

ブロックを少量、炭の小片を微量、lcm大 の黄褐色火

山灰 (阿多orAh)のブロックを少量含む。
SC-03

1層 10YR黒褐 2/2
層中に、粘質上の 2 cm大 のブロックを中量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の粒子を微量、炭の小片を微量含む。

SC-04
1層 10YRl,7/1
層中に、粘質上の 5 null大のブロックを少量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の粒子を微量含む。

SC-05

1層 10YR黒褐 2/2
層中に、大小の粘質土ブロックが多量、部分的に集中
しながら混入する。他に黄褐色火山灰 (阿多orAh)の
粒子を少量含む。炭は認められない。

SC-06

1層 10YR暗褐 3/3
層中に、粘質上のブロックを少、黄褐色火山灰
orAh)の粒子を中量、炭の小片を微量含む。

SC-07

1層 層中に黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、
上の l clll大のブロックを中量、骨粉を中量含む。

認められない。
SC-08

1層  10YR日音褐 3//4

(阿多

粘質
炭は

層中に、粘質上の 5 11ull大のブロックを多量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の粒子を微量含む。炭は認められな
い 。

SC-09

1層 10YR黒褐 2/3
層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の少ブロックを微
量、焼土粒子を多量含む。破線部は、焼土粒子の集中
部分である。この部分では、炭の小片も少量混入する。

SC-10

1層 層中に、粘質上の、 3～ 5 clllを主体とするブロックを
中量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、炭の
小片をごく微量含む。

SC-11

1層 10YR黄褐4/3
層中に、粘質上の5clll大 のブロックを中量、黄褐色火

山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、炭のlcm大 のブロッ
クを中量含む。

SC-12

1層 層中に、務質上の大小のブロックが、部分的に濃淡を
持ちながら多量含む。

SC-13

1層 10YR暗褐 3/3
層中に、粘質上の 2～ 3 clll大のブロックを少量、炭の

小片を微量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量
含む。

SC-14

1層 10YR暗褐 3/2
層中に、炭の小片を微量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)
の粒子を中量含む。

SC-15

1層 10YR暗褐 3/3
層中に、雅質上の、
火山灰 (阿多orAh)

む。

3 cm大 のブロックを中量、黄褐色
の粒子を少量、炭の小片を中量含

SC-16

1層 10YR黒褐 2/3
層中に、粘質上の大小のブロックを多量、炭の小片を
少量含む。黄褐色火山灰は認められない。

SC-17

1層 10YRにぶい黄褐4/3
層中に、粘質上の 5 11ull大のブロックを多量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の粒子を多量含む。

SC-18

1層 10YR暗褐 3/3
層中に、粘質上の 3 clll大のブロックを中量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の粒子を中量、炭の小片を少量含む。

SC-19

1層  10YR黒褐 2/3
層中に、雅質上の 3伽大のブロックを少量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、炭の小片を少量含む。

SC-20

1層 層中に、粘質上の l cm大のブロックを中量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、炭の小片を少量含む。

SC-21

1層 2.5Y暗オリーブ褐 3/3
層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)のブロック、及び
粒子が中量、白色粒子を少量、炭の小片を少量含む。
粘質上の混入は認められない。

SC-23

1層  5 YR黒褐 2/1

Ⅱ層
SC-24
1層
Ⅱ層

Ⅲ層

層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)のブロックと黒褐
色のブロックを含む。
10YR赤黒1,7/1

7 5YR黒 2//1
2 5YR赤黒17/1
層中に、白色粒子と、アカホヤ火山灰の粒子を含む。
10YR赤黒1,7/1
やや粘質がある。

SC-27

1層  5 YR黒褐 2/1
Ⅱ層、Ⅲ層よりやや硬質である。層中に黄褐色火山灰
(阿多orAh)の大小のブロックを含む。

Ⅱ層 5 YR黒褐17/1
やや粘質がある。

Ⅲ層 7.5YR黒17/1
層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、やや大ぶりの
ブロックを含む。

SC-28

1層 7.5YR黒 2/1
やや硬質であり、粘性あり。層中に、白色粒子を含む。

Ⅱ層 7 5YR黒17/1
硬質であり、層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)を微
量含むほか、白色粒子も認められる。

Ⅲ層 7 5YR黒 2/1
1層よりもやや軟質であり、粘性あり。層中における
白色粒子は、 X,Ⅱ 層より少ないものの、依然として
含まれる。

Ⅳ層 7.5YR赤黒 2/1
軟質であり、粘性あり。

V層  5 YR黒褐 2/1
やや硬質であり、粘性あり。層中に、 5 11ull大の黄褐色
火山灰 (阿多orAh)のブロックを含む。

Ⅵ層 5 YR黒褐
やや硬質であり、粘性あり。層中における黄褐色火山
灰 (阿多orAh)は、 5 11ull大のブロンクに加え、粒子も
含まれる。

SC-29

1層 10YR黒褐 2/3
硬質である。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒
子を微量含む。他に、白色粒子を炭の小片を含む。
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SC-29

Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
硬質である。層中に、炭の小片を微量含むほか、白色

粒子と大褐色火山灰 (阿多orAh)の 、1 5cm大のブロッ
クを含む。炭の小片は、 I層よりも大きめである。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
H層 より軟質である。 I層 と同様の混入物が認められ
るが、 I層 よりも少ない。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
Ⅲ層よりも軟質であり、粘性がある。混入物は僅かで

ある。
V層  10YR黒褐 2/2
1層 よりも色調はやや暗めであり、硬質で粒子がやや

粗い。混入物は殆どない。
SC-30

1層  10YR黒褐 2/3
硬質である。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)と 白
色粒子を含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中の混入物は、 I層 と同
様である。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
1層よりも硬質であり、粘性に富む。層中の混入物は

殆ど認められない。
SC-31

1層  7 5YR黒 2/1
硬く締まっており、粘性僅かにあり。壁土に似る。

Ⅱ層 10YR黒褐 2//2
やや硬質である。層中に、白色粒子と黄褐色火山灰

(阿多orAh)を含む。
Ⅲ層 7 5YR黒 2/1
大変硬く締まつており、粘性あり。

Ⅳ層 10YR黒 2/1
硬く締まつており、粘性あり。

SC-32

1層  10YR黒褐 2/3
やや硬質である。層中に、lclll大 の黄褐色火山灰 (阿

多orAh)と 白色粒子を含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 2//2
軟質である。層中に含まれるl clll大 の黄褐色火山灰

(阿多orAh)は 1層よりも多い。他に白色粒子を含む。
Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
軟質である。層中に、10cm大の大きな黄褐色火山灰

(阿多orAh)が混入する。
Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
軟質である。層中に、 4 cn大 の黄褐色火山灰 (阿多or

Ah)を含むほか、黒い粘質上の 4 clll大 のブロックを含
Eむ 。

SC-33

1層  7 5YR黒褐 3/2
層中に、2～ 511ullの炭の小片と、黄褐色火山灰 (阿多or

Ah)の粒子と焼上の粒子と白色粒子を含む。
Ⅱ層 7 5YR黒褐 3/2
1層 よりやや軟質である。層中に含まれる炭の小片は

I層 と同規模であるが、混入は少ない。Ⅲ層との境界

付近に焼上が少量含まれる。
Ⅲ層 7 5YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性あり。層中に、10YR明黄褐 7/6を
中心とする大きな焼土ブロックと、骨粉を含む。 I層
と同規模の炭の小片も含む。

Ⅳ層 7 5YR黒褐 2/2
軟質である。層中に、 l cm大 の炭の小片を微量、下位
を中心として、壁から転んだ 6 clll大のブロックを含む。

V層  10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性あり。層中に、焼上のブロックと、
2 11ull大の炭の小片を含む。

Ⅵ層 7 5YR暗褐 3/4
軟質であり、粘性あり。層中に、 511111大の炭の小片を

微量と、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を含む。

10YR黒褐 2/3
軟質である。層中に、 2 clll大の黒褐色のブロックと、
2～ 5 null大の炭の小片と、明黄褐色の焼土と、骨粉を

含む。

10YR暗褐 3/4
硬質である。層中に、白色粒子と、黄褐色火山灰 (阿

多orAh)と 、炭の小片を含む。
10YR日音褐 3//4
表記上の色調は I層 と同じだが、やや暗い。硬質であ

る。層中の混入物は I層 より少ないものの、種類は同

じである。

10YR暗褐 3/3
硬質である。層中に、 3 nlll大の黄褐色火山灰 (阿多or

Ah)の粒子を微量、他に白色粒子を含む。
10YR黒褐 2/3
軟質である。層中に、炭の小片を微量含む。他に 3 aull

大の黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子と、白色粒子も
含む。
10YRttR4島 2///2

やや硬質であり、きめが粗い。
10YR黒褐 3/2
硬質である。層中に、2～ 3 null大の黒色粘質上のブロッ
クと、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を含む。

10YR黒褐 3/2
硬質である。層中に、炭の小片を含む。
10YR埠ミ孝島2///3

軟質である。層中に、 5 cm大 の黒色粘質上のブロック

と、 3伽大の焼土ブロックと、 2～ 5 11ullの黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の ブロックと、炭の小片を含む。なお、

破線内は焼土の集積である。
10YR黒褐 2/3
表記上の色調はⅡ層と同じであるが、やや明るい。ま

た、Ⅱ層よりもやや硬質である。層中に、 3 11ull～ l clYl

人の炭の小片と、黄掲色火山灰 (阿多orAh)の粒子を

含む。
7 5YR褐 4//4
床面よりやや明るく、やや軟質であり、掘り過ぎでは

ない。層中に、 5 11ull以下の炭の小片が含まれる。

10YR黒褐 3/2
層中に、焼土の 5 11Hll大のブロックを微量と、粒子と、

黄褐色火山灰 (阿多orAh)と、黒褐色の粘質上のブロッ
クを含む。他に、 2 cm大 の炭のブロックも含む。
10YR暗褐 3/3
層上位に、 3 cm大 の焼土ブロックを微量含むほか、層

中に l clll大の骨粉の集積、及び粒子大の骨粉を含む。
10YR日音褐 3//3
層中に、 2 cm大 の焼上のブロック、及び焼上の粒子を

多量、炭の小片を多量含む。
10YR黒褐 3/2
軟質である。層中に、焼上の粒子を微量含む。
10YRFミ千島2///3

軟質である。層中の混入物は殆ど認められない。

10YR黒褐 2/3
層中に、褐色粘質上の、 2～ 3 cn大 のブロック、及び

粒子を含む。他に、白色粒子、炭の小片も含む。堆積

状況から、柱痕である可能性も考えられる。
10YR日音褐 3//3
Ⅲ層とほぼ同質であるが、やや硬い。
10YR「旨卒53///3
層中に、大小の褐色粘質上のブロックを1層 よりも多

く含む。他に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 5 11BIl大の
ブロック、炭の小片、炭の大きな塊、黒褐色の粘質土
のブロックも含む。

第 2表 土坑覆土注記 (2)
SC-33

Ⅶ層

SC-34

1層

Ⅱ層

SC-35

1層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

SC-36

1層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

SC-37

1層

I層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

SC-38

1層

層

　

層

Ⅱ
　
　
Ⅲ
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sC-38

Ⅳ層 7 5YR暗褐 3/3
軟質である。層中に、黒色粘質上の大小のブロック、

及び大小の黄褐色火山灰 (阿多orAh)のブロックを含
tF。

SC-39

1層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、層中の混入物なし。

Ⅱ層 層中に、 2 clll大の黒色粘質上、褐色粘質土のブロック
を多量、他に、焼上のブロック、骨粉の集積、炭の小

片を含む。
Ⅲ層 7.5YR黒褐 3/2
軟質である。黄褐色火山灰 (阿多orAh)と 、焼上の粒

子、及び炭の小片を含む。
Ⅳ層 10YR黒褐 2/3
Ⅲ層よりも硬質である。層中に、 5 11ull大 の焼上のブロッ

ク、及び粒子を含む。
SC-41

1層  5 YR黒褐 3/1
Ⅱ層 5 YR暗赤褐 3/2
Ⅲ層 7 5YR黒褐 3/2
Ⅳ層 7 5YR褐 4/3
V層  10YR暗褐 3/3
Ⅵ層
Ⅶ層 5 YR褐灰 4/1
Ⅷ層 7.5YR橙 6/8

SC-42

1層 7 5YR褐灰 4/1
Ⅱ層 10YR灰黄褐 4/2
Ⅲ層 10YRにぶい黄褐 5/3
Ⅳ層 2.5Y黄褐 5/3
V層 10YR黄橙 6/4

SC-43

1層 2.5YR極暗赤褐 2/3
Ⅱ層 10YR極暗赤褐 3/2
Ш層 5 YR極暗赤褐 2/4
Ⅳ層 10YRR音赤褐 3/8

SC-44

離坤
だ攘手14群臨瑞鞄匿え鮮諮愛螢お
の 5 11Hll大のブロックも少量混入しており、掘り上げた

上を、さほど時間を空けずに埋め戻したと考えられる。

上坑下位には大ぶりの扁平な河原石が認められる。

10YRttR詔島2///3
やや硬質である。層中に、骨粉、黄褐色火山灰 (阿多
orAh)を含む。
10YR黒褐2/3
やや絡質があり、層中に、3～ 5 cmの黒色硬質上のブ

ロックを少量含む。
7.5YR黒 2/1
Ⅳ層より軟質であり、粘性あり。層中に、Ⅳ層と同じ

く黒色上の粒子を含むが、Ⅳ層よりも細かい。また、

黄褐色火山灰 (阿多orAh)は多くなる。
Ⅳ層 7.5YR黒 2/1
層中に、黒色上の粒子を含む。

V層 7.5YR黒 2/1
Ⅲ層と同色であるが、Ⅲ層よりも暗褐色である。やや

粘性あり。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)のブロッ

クを多く含むほか、粒子も含む。また、炭の小片も含

運ュP。
SC-48

1層 10YR黒褐 2/3
層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を微量含む
ほか、 2～ 3 11ull大の褐色粘質上のブロックを含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2//2
軟質であり、やや粘性を帯びる。層中に、 3 cm大 の務

質上のブロックを微量含むほか、 l clll大の黄褐色火山

灰 (阿多orAh)も 含む。

第 3表 土坑覆土注記 (3)
SC-48

Ⅲ層 7 5YR黒褐 3/2
軟質であり、粒子が粗い。層中に、 1層 と同様、2～ 5
11ull大 の粘質上のブロック、黒褐色の硬質粘上のブロッ

クを多量に含む。他に、 5 11tlll大の黄褐色火山灰 (阿多
orAh)の粒子も微量含む。

Ⅳ層 7 5YR黒 2/1
軟質の粘質土。層中に、 3 clll大の粘質上のブロックを

含む。
SC-50

1層  5 YR灰褐 5//2
Ⅱ層 7.5YR暗褐 3/3
Ⅲ層 5 YR黒褐 2/2

SC-51

1層 10YR黒褐 2/2
粒子が細かく、Ⅱ層よりも硬質である。層中に、白色

粒子、焼上の粒子、炭の小片を含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
1層よりも粒子が粗い。層中の炭や焼上の混入は多く

なり、破片も大きい。
Ⅲ層  I・ Ⅱ層の中間色
Ⅱ層より粘性あり。 5 YR赤褐 4/6の焼土ブロックを
多く含む。他に、 2 11ull大の炭の小片を微量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
1層 と同じ色調であるが、やや明るい。層中の混入物

はV層 と同じであるが、粒子が少し大きくなる。
V層 7 5YR黒褐 2/2
色調はⅧ層と同じであるが、やや暗い。層中に、 l null

大の焼土粒子、及び炭の小片を含むほか、白色粒子を

微量含む。
Ⅵ層 10YR黒 2/1
軟質であり、務性ややあり。層中の混入物は I・ Ⅱ層

と同様であるが、量は比較的少ない。
Ⅶ層 7 5YR褐 4/3
軟質であり、粘性に富む。底面の堆積層よりやや色調

が明るい。焼礫を含む。
Ⅷ層 Ⅲ層よりもやや明るい色調である。
粘性がある。層中に、焼上の粒子、

b。

SC-52, 53
1層 10YR黒褐 2/2

軟質であり、やや

及び炭の小片を含

層は硬く締まつており、粘性なし。層中に、火山ガラ

スを特に多量、白色糧子を微量、焼土粒子を少量、粘

質上の粒子を少量含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 2//2
硬く締まつており、粘性なし。層中に、火山ガラスを

特に多量、白色粒子を中量、焼土粒子を少量、パミス

を少量、務質上の粒子を少量含む。 I層 に比べ、白色
粒子が多いのが特徴である。

Ⅲ層 ±OYRにぶい美褐 5/4
粘性に富む。層は、粘質上の塊が集中的に固まつてい

る。他に、火山ガラスが少量含まれる。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
Ⅱ層よりやや軟質であるが、硬く締まつている。層中

に、火山ガラスを中量、焼土粒子を微量、パミスを少

量含む。
V層 10YR黒褐 2/2(よ りやや暗い)
粘性ややあり。層中に、火山ガラスを多量、白色粒子

を微量、パミスを少量、焼土粒を少量、粘質上の粒子

を少量含む。粘質土は、 I層 よりも粒子が細かい。
Ⅵ層 10YR黒褐 2/3
粘性に富む。層中に、炭の小片を中量、焼土粒子を微

量、火山ガラスを中量、粘質上のブロックを多量、白

色粒子を少量含む。
Ⅶ層 10YR黒褐 2/3
粘性に富む。層中に、火山ガラスを中量、務質上の泣

子を少量、白色粒子を少量、炭の小片を中量含む。粘

質上の粒子は、壁 。床に近いほど多く認められる。

SC-47

1層

Ⅱ層

Ⅲ層

-21-―



SC-54

1層  10YR黒褐 2/3
粘性は殆どない。層中に、火山ガラスを多量、パミス

を少量、白色粒子を少量、炭の小片を少量、焼土粒子
を微量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
粘性あり。ただし、床面である粘質土よりも大きく劣
る。層中に、火山ガラスを少量、白色粒子を微量含む。
I層 と床面の粘質上が斑紋状に混入した層であるが、
床面とは大きく異なるため、堀過ぎではない。

SC-55

1層  10YR黒褐 3/2
層は硬く締まつており、粘性なし。層中に、火山ガラ
スを特に多量、パミスを多量、黄褐色火山灰 (阿多or
Ah)の粒子を中量、炭の小片を中量含む。

Ⅱ層 10YR暗褐 3//3
層はやや軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラ
スを中量、白色粒子を少量、焼土粒子を微量、粘質土
のブロックを少量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/3
層は硬く締まっており、粘性あり。層中に、火山ガラ
スを少量、白色粒子を中量、粘質上のブロックを少量
含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
層は大変軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラ
スを中量、白色粒子を微量、炭の小片を微量、焼土粒
子を微量含む。

SC-56

1層 10YR黒褐 2/3
層は大変硬く締まっており、粘性なし。層中に、白色
粒子を多量、火山ガラスを多量、炭の小片を少量、美
褐色火山灰 (阿多orAh)の、 2 clll大のブロック及び粒
子を少量、焼土粒子を微量、粘質上の粒子を微量含む。

I層 10YR黒褐 2/3
色調は I層 と同じだが、大変軟質である。粘性なし。
層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を中量、炭
の小片を少量、火山ガラスを中量、白色粒子を少量、
粘質上の粒子を少量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
粘性なし。黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 2～ 5 cm大 の
ブロック、及び粒子を多量、白色粒子を中量、火山ガ
ラスを中量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
層は大変軟質であり、粘性に富む。層中に、黄掲色火
山灰 (阿多orAh)の l clll大のブロック、及び粒子を中
量、白色粒子、炭の小片を微量、火山ガラスを中量含
む 。

SC-59

1層 10YR黒 2/1
硬く締まっており、粘′性なし。層中に、白色粒子を中
量、 l llull以下の粘質土粒を少量、焼土粒を少量、炭の

小片を少量、パミスを微量含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、焼上の粒子を
少量、粘質上の l clll以 下のブロック、及び粒子を中量、
パミスを少量、火山ガラスを少量、白色粒子を少量、
炭の小片を微量含む。

Ⅲ層 記述なし
SC-60

1層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性あり。層中に、火山ガラスを少量、
パミス、焼土粒子を微量、 2～ 3 11ull大の粘質上の粒子
を多量含む。

こ層 10YRにぶい黄褐 4//3
粘性に富む。 I層 と壁や床の粘質上が混入した層。し
かし実際の壁や床とは粘性が異なるので、掘り過ぎで
はない。層中に、炭の小片を微量、火山ガラスを少量
含む。

第 4表 土坑覆土注記 (4)
SC-61

1層

Ⅱ層

SC-62

1層

Ⅱ層

Ⅲ層

SC-63

1層

Ⅱ層

Ⅲ層

SC-26, 64
1層

Ⅱ層

Ⅵ層

SC-65

1層

Ⅱ層

SC-66

1層

Ⅱ層

10YRξミネ52//3
層はやや軟質である。層中に、火山ガラスを多量、焼
土粒子を微量、炭の小片を少量、粘質上の粒子を多量、
パミスを少量含む。
10YRにぶい黄褐 5/4
大変軟質である。層は、 I層 と壁や床の粘質上が斑紋
状に混入する。層中に、火山ガラスが少量含まれる。

10YR日音褐 3//3
層は硬く締まっており、雅性なし。層中に、焼土粒子
を少量、パミスを少量、炭の小片を少量、粘質土の粒
子を多量、白色粒子を中量含む。
10YR弄ミ千島2///3

層は I層よりは軟質であり、粘性あり。層中に、粘質
上の粒子を多量、パミスを微量、炭の小片を少量、焼
土粒子を微量白色粒子を少量含む。
10YR;RIt5 3///2

層は大変軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラ
スを少量、焼土粒子を微量含む。

10YR黒褐 3/2
層は硬く締まっている。層中に、火山ガラスを特に多
量、白色粒子を中量、パミスを微量、焼土粒子を微量、
炭の小片を微量、 3 Hul以 下の粘質上のブロックを少量
含む。
10YR黒褐 2/3
層は軟質である。層中に、 5111111以下の粘質上のブロッ
クを中量、白色粒子を少量、パミスを少量、炭の小片
を微量含む。
10YR黒褐 3/2
層は軟質である。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)
の粒子が多量、火山ガラスが多量、炭の小片を中量、
白色粒子を微量、粘質上の 3 11ull以 下の粒子を多量含む。

10YR黒褐 3/2
層は硬く締まつており、粘性に富む。層中に、 5 11ull大
の粘質土のブロックを多量、炭の小片を微量含む。
10YR暗褐 3/3
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、炭を微量含む
ほか、粘質土による大小のブロック、及び粒子が特に
多く混入する。
Ⅱ層と同じ。
10YR黒褐 2/2
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の l clll
大のブロック、及び粒子を中量、炭の小片を微量含む。
10YR暗褐 3/4
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の大小
のブロックを特に多量含む。
10YR日音褐 3//3
大変軟質である。層中に、 5 11ull以下の粘質上のブロッ
クを多量含む。

10YR黒褐 2/2
硬く締まっている。層中に、白色粒子を多量含むほか、
土器の小片、角礫の小片を少量含む。
10YR黒褐 3/2
1層よりも軟質である。層中に、火山ガラスを少量、
粘質上の大小のブロックを多量含む。

10YR黒褐 3/2
層は硬く締まっており、粘性はあまりない。層中に、
炭の小片を多量、焼上を多量、白色粒子を中量含むほ
か、多量の上器片も混入が確認された。
10YR黒褐 3/2
層は I層よりも軟質であり、粘性に富む。層中に、白
色粒子を少量、焼上の粒子を少量含む。その他、土器、
角礫も多く混入する。

層

層

Ⅲ

Ⅳ

V層
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SC-66
Ⅲ層 軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の大小のブ
ロックを多量含むが、それ以外に混入物は認められな
い 。

SC-68

1層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、白色粒子を
少量、焼土粒子、及び炭の小片を中量、火山ガラスを

中量含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
1層よりも軟質であり、粘性に富む。層中に、炭の小
片を少量、粘質上の、 2 cm大 のブロック、及び粒子を

多量、焼土の粒子を中量、骨粉を少量合む。他に、大

隅降下軽石の大小のブロックも認められる。
Ⅲ層 10YRにぶい黄褐4/3
層は大変軟質であり、粘性に富む。層中に、炭の小片
を少量、 2 cm大 の大隅降下軽石を少量、赤化した角礫
の小片を微量、火山ガラスを微量、焼上の粒子を微量

含む。ほかに、層全体に骨粉が中量認められ、層中央
部にはブロック状に混入する。

Ⅳ層 10YR黒 2/1
硬く締まつており、粘性に富む。層中に、炭の1 5clll

大のブロックを中量、パミスを中量、白色粒子を少量、
火山ガラスを微量含む。

V層  10YR黒褐 3/2
層中に、 l clll大の粘質上のブロックを少量、炭の小片
を少量、パミスを少量含む。層は上層とは異なり、不
純物が少ないのが特徴である。

Ⅵ層 掘りすぎ
SC-69

1層  10YR黒褐 2/3
層は硬く締まっており、粘性あり。層中に、骨粉を特
に多量、炭の小片を少量、焼土粒子を少量含む。他に、
赤化した角傑の小片、及び土器の小片も認められる。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
層中に、白色粒子を少量、粘質上の粒子を微量、炭の

小片を微量、火山ガラスを微量、焼土粒子を微量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、骨粉を中量、
パミスを中量、焼土粒子を微量、火山ガラスを微量、
粘質上の粒子を多量、大隅降下軽石の 5 11ull大のブロッ
クを含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/3
層は粘性に富む。層中に、角閃石を微量、白色粒子を

少量、炭の小片を微量、粘質上の、ブロック及び粒子

を多量含む。床とは粘質上の混入が明らかに異なるこ

とから、掘り過ぎではない。
SC-70

1層  7 5YR黒 2/1
層中に、炭の小片を微量、焼上の粒子を微量、粘質土
の、ブロック及び粒子を中量、 l DIIll大の赤化した角礫
の小片を少量、骨粉を少量含む。

Ⅱ層 10YR黒 2/1
層は硬く締まつており、粘性あり。層中に、炭の小片
を中量、焼上の粒子を中量、骨粉を多量、粘質上の粒

子を微量含むほか、層のあちこちに炭化した堅果類の

破片が混入する。
Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
やや硬く締まつており、粘性に富む。層中に、焼上の

3 11ull未満の粒子を少量、骨粉を微量、粘質上の粒子を

中量含む。
Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、大粒を主体と

するパミスを少量、骨粉を少量、焼上の粒子を微量、

粘質上の粒子を中量含む。ほかに、大隅降下軽石のブ
ロックも認められる。

V層 掘りすぎ

SC-71

1層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性なし。層中に、火山ガラスを

特に多量、パミスを微量、炭の小片を微量、焼上粒子
を微量含む。

Ⅱ層 10YR黒掲 3/2
粘性は僅かにあり。層中に、火山ガラスを特に多量、
炭を少量、パミスを少量、粘質上を中量、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の粒子を中量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
粘性なし。層中に、炭の小片を少量、火山ガラスを特
に多量、粘質上の粒子を中量含む。

Ⅳ層 10YR褐 4/4
やや軟質であり、粘性あり。層中に、火山ガラスを少
量、白色粒子を微量含む。他に、 l cn大 の粘質上のブ
ロックも多く混入しており、H層 と粘質上の混入によつ
て形成される。

V層  10YR褐 4/4
層は大変軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラ
スを中量、白色粒子を微量含む。掘り過ぎの可能性あ
り。

SC-72

1層 10YR黒褐 2/2
層は硬く締まつており、粘性なし。層中に、粘質上の

粒子を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の小ブロック
を少量、白色粒子を少量、焼上の粒子を微量含むほか、
層下位を中心にして、炭の小片が少量認められる。

Ⅱ層 10YR暗褐 3//3
硬く締まっており、粘性僅かにあり。層中に、焼上の

粒子を少量、火山ガラスを中量、パミスを少量、白色

粒子を中量含む。このほか、 I層 との境界付近を中心
に、炭の小片が中量認められる。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/3
硬く締まつている。層中に、白色粒子を少量、粘質土
の粒子を班紋状に多量、火山ガラスを中量含む。

Ⅳ層 10YR褐 4/4
軟質であり、粘性に富む。層中に、赤色粒子を微量、
火山ガラスを中量、炭の小片を少量含むほか、粘質土
の粒子は多量認められる。

V層  10YR黒褐 3/2
粘性あり。層中に、炭の小片を少量、焼上の粒子を微
量、パミスを微量、粘質上の粒子を少量含む。

Ⅵ層 10YRに ぶい黄褐4/3
粘性に富む。層中に、火山ガラスを少量、焼上の粒子
を微量、粘質上の粒子を多量含む。

SC-74

1層  10YR黒褐 3/2
粘性なし。層中に、火山ガラスを多量、白色粒子を少
量、炭の小片を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒
子を少量、焼上の粒子を少量含む。

Ⅱ層 10YR灰黄褐4/2
硬く締まっており、粘性僅かにあり。層中に、焼上の

粒子を少量、火山ガラスを中量、パミスを少量、白色
粒子を中量含む。このほか、 I層 との境界付近を中心
に、炭の小片が中量認められる。

Ⅲ層 10YRにぶい黄褐 4/3
硬く締まっており、粘性あり。層中に、火山ガラスを

少量、パミスを微量、炭の小片を微量、白色粒子を微
量含む。

Ⅳ層 10YR日音褐 3/4
軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを中量、
白色粒子を少量、炭の小片を少量含む。

SC-75

1層  10YR黒褐 2/2
硬く締まつており、粘性に富む。層中に、粘質上の 5

null大 のブロックを少量、粒子を多量、黒色上の 2 cn大
のブロックを微量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 3伽
大のブロックを微量、 l cm大 のブロックを少量、パミ
スを少量含む。

第 5表 土坑覆土注記 (5)
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SC-75

Ⅱ層 10YR黒 2/1
層は I層 よりも軟質であり、粘性に富む。層中に、黄
褐色火山灰 (阿多orAh)の 5 1ull大の小ブロックを少量、
黒色上の 5 clll大のブロックを少量、粘質上の 3 clll大の

ブロックを少量含む。また、上記の混入物は粒子単位
でも多く認められる。なお、層中央の破線部内を中心

として、骨粉が多く混入する。
Ⅲ層  (全体を平均すると)10YR黒褐 2/3
層中に、黒色上の l cm大のブロックを少量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の 3 cm大 のブロックを少量含む。全
体的に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)と粘質土が小ブロッ
ク単位で混入する。

Ⅳ層 10YRにぶい黄褐 4/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿
多orAh)の 3 11ull大の小ブロックが少量混入するものの、
他に混入物はない。床面との硬さが明確に異なること
から、掘り過ぎではない。

SC-76

1層  10YR黒褐 3/2
硬く締まつており、粘性あり。層中に、白色粒子を多
量、火山ガラスを中量、炭の小片を少量、パミスを少
量、焼土粒子を微量含むほか、層上位には炭化した堅

果類の欠片も認められた。
Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まつている。層中に、火山ガラスを中量、白色
粒子を中量、粘質上の l cn大のブロックを多量、炭の

小片を少量、パミスを少量、大隅降下軽石のブロック
を少量含む。

Ⅲ層 10YRにぶい黄褐 4/3
層は粘性に富む。層中に、火山ガラスを中量、粘質土
の粒子を多量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 5 11ull未満
の小ブロックを少量、白色粒子を微量含む。

Ⅳ層 10YR暗褐 3/4
層は粘性あり。層中に、火山ガラスを多量、パミスを
微量、焼土粒子を少量、粘質上の l clll大のブロックを
多量含む。

V層  10YR黒褐 3/2
やや軟質であり、粘性あり。層中に、炭の小片を少量、
白色粒子を中量、パミスを微量、火山ガラスを少量含
む 。

Ⅵ層 10YR褐 4/4
大変軟質であり、粘性あり。層中に、炭の小片を少量、
焼土粒子を微量、大山ガラスを多量、白色粒子を微量
含む。層は、粘質土と大隅降下軽石層のブロックが混
合した状態である。

SC-77

1層  10YR黒褐 3/2
大変硬く締まっており、粘性なし。層中に、粘質上の
5 clll大のブロックが多量、白色粒子を少量含む。他に、
黄褐色火山灰 (阿多orAh)の小ブロックが、層下位を
中心に混入していた。

Ⅱ層  10YR褐 4//4
1層から一変して層は軟質であり、粘性に富む。層中
に、火山ガラスを少量、パミスを少量、炭の小片を微
量含む。層は、粘質上が斑紋状に混入し形成されてい

る。
Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
碩く締まっている。層中に、大隅降下軽石の小ブロッ
クを多量、白色粒子を中量、火山ガラスを中量、炭の

小片を少量、粘質上の511ull大の小ブロックを多量含む。
Ⅳ層 10YR暗褐 3/3
層は軟質である。層中に、炭の小片を少量、パミスを
少量、火山ガラスを少量、粘質上の粒子を多量含む。

SC-78

1層  10YR黒褐 3/2
層はやや硬く締まっており、粘性はなし。層中に、火
山ガラスを特に多量、炭の小片を少量、白色粒子を中
量、パミスを少量含む。

覆土注記 (6)

SC-78

Ⅱ層 10YRに ぶい黄褐 4/3
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、 l cll以 下の粘
質上の小ブロックを多量、炭の小片を少量、火山ガラ
スを少量、白色粒子を少量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
層は大変軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラ
スを中量、炭の小片を微量、パミスを少量、白色粒子
を少量、粘質上の粒子を中量含む。

SC-79

1層  10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、火山ガラスを
中量、白色粒子を多量、パミスを少量、粘質上の 3 Hull

大の小ブロックを少量含む。このほか、炭化した堅果
類の欠片を中量含むが、これは通常に比べ、かなり多
い混入量といえる。

Ⅱ層  10YRH音褐 3//3
硬く締まっている。層中に、大隅降下軽石を粒子状に

含むほか、黄褐色火山灰 (阿多orAh)を少量、炭の小
片を微量、パミスを少量、白色粒子を微量含む。また、
I層に続きこの層からも炭化した堅果類が少量検出さ
れた。

Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、パミスを微量、
炭の小片を少量、火山ガラスを少量含むほか、粘質土
が粒子単位で斑紋状に混入する。

Ⅳ層 10YRにぶい黄褐 5/4
Ⅲ層から続いて大変軟質であり、粘性に富む。層中に、
火山ガラスを少量、白色粒子を微量含む。Ⅲ層に比べ

粘質土と黒色上の割合が逆転し、粘質上の中に黒色土
が混入した恰好である。

V層  10YR褐 4/4
軟質であり、粘性に富む。層中に、大隅降下軽石を粒
子状に少量、炭の小片を少量含む。Ⅳ層に比べ黒色土
の割合が高く、むしろⅢ層に近い。

SC-80

1層 10YR暗褐 3//2
粘性はなし。層中に、火山ガラスを中量、白色粒子を
特に多量、パミスを微量、大隅降下軽石の粒子の、 1
clYl大のブロックを微量、粘質上のブロックを少量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3//2
粘性あり。層中に、パミスを少量、炭の小片を少量、
火山ガラスを中量、白色粒子を中量含むほか、粘質土
の粒子が、層全体が斑紋状になるほど混入する。

Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
やや軟質であり、粘性に富む。層中に、パミスを少量、
白色粒子を微量含むほか、粘上のブロック、及び粒子
を特に多量含んでおり、粘質上の中に黒色上が混入し
た恰好である。

Ⅳ層 10YRR音褐 3//3
層は極めて軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガ
ラスを中量、炭の小片を少量、パミスを少量、白色粒
子を微量含む。

SC-81

1層 10YR暗褐 3/3
層は硬く締まっており、粘性少しあり。層中に、火山
ガラスを少量、炭の小片を微量、白色粒子を中量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3//2
層はやや硬く締まっており、粘性あり。層中に、火山
ガラスを少量、白色粒子を少量、粘質上の 5 11ull大の小
ブロックを多量、パミスを微量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/3
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰
(阿多orAh)の l clll大のブロックを少量、パミスを少
量、火山ガラスを少量、白色粒子を少量、焼上を少量
含む。
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SC-81

Ⅳ層 10YR日音褐 3/3
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを

少量、白色粒子を微量、パミスを微量、粘質上の粒子

を特に多量含む。
V層  10YRにぶい黄褐4/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを少量、
パミスを微量、炭の小片を微量、粘質上の、 2～ 3 Hull

大の粒子を多量含む。
SC-82

1層  10YR日音褐 2//3
硬く締まつており、粘性なし。層中に、火山ガラスを

中量、白色粒子を多量、炭の小片を少量、パミスを少

量、大隅降下軽石の、 5 null大のブロックを微量、焼土

粒子を微量含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
やや硬く締まっており、粘性少しあり。層中に、火山

ガラスを少量、白色粒子を少量、炭の小片を少量、焼

土粒子を微量、パミスを少量、粘質上のブロックを少

量含む。
Ⅲ層 10YR日音褐 3/4
軟質であり、粘性あり。層中に、黄褐色火山灰 (阿多
orAh)の粒子を少量、炭の小片を少量、白色粒子を少
量、火山ガラスを中量、 5 11ull大の粘質上のブロックを

多量含む。
Ⅳ層 10YR黒 2/1
軟質であり、粘性少しあり。層中に、炭の小片を多量

含むが、これは相対的にはかなり多い。
V層  10YR日音褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、パミスを大粒のも
のを主体として中量、白色粒子を少量、火山ガラスを

多量、炭の小片を微量、粘質上の 5111111大の小ブロック

を多量含む。
Ⅵ層 10YRにぶい黄褐 4/3
硬く締まつており、粘性少しあり。層中に、火山ガラ
スを特に多量、パミスを多量、白色粒子を中量、焼土

粒子を微量、粘質土の 5 Hull大の小ブロックを少量含む。

ほかに、層上部を中心として炭化した堅呆類の欠片が

検出された。
Ⅶ層 10YRにぶい黄褐4/3
層はやや硬く締まっており、粘性あり。層中に、火山

ガラスを多量、パミスを中量、白色粒子を中量、粘質

上の粒子を多量、炭の小片を微量含む。
lllll層  10YR掲 4/4
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを

中量、白色粒子を微量、粘質上のブロックを多量含む。

Ⅸ層 10YR褐 4/4
軟質であり、粘性に富む。層中に、大隅降下軽石の小

ブロック及び粒子を多量、パミスを微量、火山ガラス

を中量、白色粒子を微量含む。層の主体は、壁と同じ

粘質上であるが、混入物から掘り過ぎではない。
SC-83

1層  10YR黒褐 2/3
硬く締まつており、粘性僅かにあり。層中に、パミス

を少量、白色粒子を中量、火山ガラスを少量、焼土粒

子を中量、炭の小片を少量含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まつており、粘性なし。層中に、焼土粒子の 1

～ 3111111大の粒子を多量、炭の小片を中量、白色粒子を

少量、火山ガラスを少量含む。
Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、焼土粒子を少量、
パミスの 2 11ull大 と比較的大粒の粒子が少量、白色粒子

を少量、火山ガラスを中量、炭の小片を少量、粘質土

の粒子を中量含む。また、層中に炭化した堅果類が完

形、欠片含めて少量混入が確認された。

SC-83

Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、炭の小片を中

量、焼土粒子を少量、白色粒子を少量、火山ガラスを

少量、粘質上の 1～ 3111111大の粒子を中量含む。
V層  10YR黒褐 2/2
粘性に富む。層中に、粘質上の粒子を多量、パミスを

少量、焼上のブロックを少量、白色粒子を少量、大山

ガラスを少量含む。
Ⅵ層 10YRtttta 3/4
軟質であり、粘性に富む。層中に、白色粒子を少量、

火山ガラスを少量含むほか、 l llul大の粘質上の粒子の

混入により層全体が斑紋を形成する。
SC-84

1層  10YR日音褐 3//3
硬く締まつており、粘性なし。層中に、焼土粒子を少

量、赤化した小円礫を少量、白色粒子を多量、パミス

を中量、火山ガラスを中量、炭の小片を少量含む。
Ⅱ層 10YRにぶい黄褐 4/3
層は粘性あり。層中に、粘質上の 1～ 5 11un大の粒子ま
たは小ブロックを中量、炭の小片を少量、パミスを少

量、白色粒子を中量、焼上の 3 11ull大の小ブロックを少

量含む。焼土は他に粒子状となり、層全体に混入が認

められた。
Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、黄褐色火山

灰 (阿多orAh)の粒子を多量、焼土粒子を多量、炭の

小片を少量、白色粒子を中量、火山ガラスを少量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、白色粒子を少量、

火山ガラスを中量、パミスを少量、焼土粒子を少量、

黄褐色火山灰 (阿多orAh)の大小のブロック、及び粒
子を多量含む。他に、粘質上の粒子も認められる。

V層  10YR黒褐 2/3(Ⅳ 層よりやや暗い)
軟質であり、粘性に富む。層中に、焼土粒子を中量、
パミスを中量、白色粒子を少量、火山ガラスを少量、

粘質上のブロック、および粒子を多量含む。
Ⅵ層 10YR黄橙 7/8
軟質であり、粘性なし。層は大隅降下軽石のブロック

及び粒子を多量含む。また、黄褐色火山灰 (阿多orAh)

のブロック及び粒子も多量認められるが、大隅降下軽

石と混入を折半しているところから、アカホヤ火山灰

である可能性が高い。層中には、他に火山ガラスも多

量含まれる。
SC-85

1層  10YR日音褐 3//2
層はやや硬く締まつており、粘性あり。層中に、炭の

小片を微量、火山ガラスを多量、パミスを少量含むほ

か、大隅降下軽石の l clll大のブロックが混入する。層
の主体は黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子であるが、
大隅降下軽石の存在、あるいは粘質上の不在からアカ

ホヤ火山灰と考えられる。
Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
層は硬く締まっている。層中に、 2 11ull大未満の焼土粒

子を多量、パミスを中量、火山ガラスを多量、白色粒

子を微量、大隅降下軽石の 5 11tll大のブロックを微量含

Eむ 。

Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
層は硬く締まつている。層中に、パミスを少量、大隅

降下軽石の 2 cm大 のブロックを微量、粘質上の 1～ 2

cュ大のブロックを多量、火山ガラスを中量含む。
Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
層中に、パミスを少量、火山ガラスを中量、炭の小片

を微量含む。層は、粘質土と黒色上が混合しており、

斑紋を形成している。
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SC-86

1層  10YR黒 2/1
硬く締まっており、粘性なし。層中に、炭の小片を少
量、焼上の小ブロック、及び粒子を少量、粘質上の粒
子を少量、赤化した焼礫の欠片を少量、火山ガラスを

少量、白色粒子を少量含む。
口層 10YR黒褐 2/2
層は大変軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の
2 11ull未満の粒子を多量、白色粒子を少量、焼上の粒子
を少量、火山ガラスを中量、炭の小片を少量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
層は軟質であり、粘性に富む。火山ガラスを多量、白
色粒子を微量含むほか、大小の粘質上のブロック、及
び粒子を多量に合み、斑紋を形成する。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
層は硬く締まつており、粘性なし。層中に、火山ガラ
スを中量、パミスの、大粒の粒子を中量、大隅降下軽
石の小ブロックを少量含むほか、黄褐色火山灰 (阿多
orAh)の粒子が多量に認められるが、これは大隅降下
軽石の存在と粘質上の不在からアカホヤ火山灰である
可能′l■が高い。

V層  10YR黒褐 3/2
硬く締まつており、粘性なし。層中の、上層で認めら
れた黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子は少量と大幅に
減り、パミスを少量、火山ガラスを少量、白色粒子を
少量含む。

SC-87

1層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、火山ガラスを
多量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の小ブロックを中量、
白色粒子を少量、焼土粒子を少量、炭の小片を微量含
む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、火山ガラス

を多量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の小ブロックを少
量、白色粒子を少量、焼土粒子を少量、粘質上の小ブ
ロックを多量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/3
層は軟質であり、粘性なし。層中に、黄褐色火山灰
(阿多orAh)の粒子を特に多量、火山ガラスを多量、
白色粒子を中量、大隅降下軽石のブロックを微量含む。

Ⅳ層 10YR褐 4/4
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰
(阿多orAh)の粒子を特に多量、火山ガラスを多量、
粘質上のブロック、及び粒子を多量、大隅降下軽石の
ブロックを多量含む。黄褐色火山灰 (阿多orAh)と 粘
質土と大隅降下軽石の混合によつて構成される。

SC-88

1層  10YR日音褐 3//3
硬く締まっており、粘性なし。層中に、炭の小片を中
量、白色粒子を少量、パミスを微量、火山ガラスを少
量、粘質上の小ブロックを微量含むほか、炭化した堅

果類の欠片も多く含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 3//2
軟質であり、粘性なし。層中に、炭の小片を中量、粘
質上の粒子を中量、白色粒子を少量、焼土粒子を少量
含む。

SC-89

1層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性僅かにあり。層中に、白色粒
子を中量、パミスを中量、炭の小片を少量、火山ガラ
スを中量、粘質上の小ブロックを中量含む。

コ層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性なし。層中に、火山ガラスを少量、
パミスを少量、白色粒子を中量、炭の小片を微量、焼
土粒子を微量、粘質上の粒子を中量、炭化した堅果類
の欠片を微量含む。

SC-89

Ⅲ層 10YR黒褐 2/3(平 均)
軟質であり、粘性に富む。層は、黒色± 7割、粘質土
3割が斑紋状に混入している。層中に、炭の小片を少
量、焼土粒子を少量、パミスを中量含む。

Ⅳ層 10YR日音褐 3/3
硬く締まっており、粘性僅かにあり。層はⅡ層に近い

が、層中の粘質上の粒子は特に多量である点が異なる。
混入物は、他に炭の小片を微量、黄褐色火山灰 (阿多
orAh)が部分的に濃淡をもつて少量、パミスを少量で
ある。

V層  10YRにぶい黄褐 4/3
大変軟質であり、粘性に富む。層は特に多量含まれる
粘質土を主体に構成されるが、床は粘上のみで構成さ
れることから、掘り過ぎではないと思われる。層中に
は、他にパミスを少量、炭の小片を少量、火山ガラス

を少量、白色粒子を微量含む。
SC 90 (風倒木の可能性あり)
I層  10YR日音褐 2//3
大変硬く締まっており、粘性なし。層中に、白色粒子
を中量、パミスを少量、炭の小片を少量、焼土粒子を
中量、火山ガラスを中量、粘質上の 2 11ull未満の粒子を
少量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、焼上のブロッ
クを微量、白色粒子を少量、炭の小片を中量、火山ガ
ラスを少量含む。他に、粘質上のブロックを少量含む
が、 l DDll大の小ブロックが、層の下位に行くにつれ 5
11ull大 と大きくなる。

Ⅲ層 10YR日音褐 3/3
粘性あり。層中に、粘質上の、 l IIull～ 1銀大のブロッ
ク及び粒子が特に多量、パミスを中量、白色粒子を中
量、焼土粒子を微量、火山ガラスを少量含む。他に、
上位を中心として炭化した堅果類の久片や、後期包含
層の小ブロックも微量含まれる。

Ⅳ層 10YR暗褐 3/3
軟質であり、粘性なし。層中に、焼土粒子を多量、大
隅降下軽石のブロックを少量、火山ガラスを中量含む
が、粘質土や白色粒子の混入は認められない。

V層  10YR暗褐 3/3
大変TR~く 締まっている。層中に、炭の小片を少量、パ

ミスを少量、焼土粒子を少量、火山ガラスを少量、白
色粒子を多量含む。

SC-91, 92
1層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、炭の小片を多
量、粘質上の粒子を少量、骨粉を少量、パミスを微量
含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、釉性に富む。層中に、白色粒子を微量、
パミスを微量、粘質上の粒子を多量、炭の小片を少量
含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、炭の小片を
少量、パミスを少量、白色粒子を少量、粘質上の粒子
を少量、焼上の粒子を少量、火山ガラスを少量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
やや硬く締まっており、粘性に富む。層中に、炭の小
片を少量、骨粉を少量、焼上の粒子を少量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の 3111111大の小ブロックを少量含む。

V層  10YR黒褐 2/3
軟質で粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)
の 2 HIll大のブロックを微量、焼土の粒子を微量、炭の

小片を少量、粘質上の粒子を少量含む。
Ⅵ層 10YR黒褐 3/2
粘性に富む。層中に、骨粉のブロック及び粒子を小～
中量、黒色上の l clll大のブロックを少量、 5111大 の小
ブロックを少量、粘質上の 5 11ull大の小ブロックを中量、
黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 211111大のブロックを多量、
焼上の粒子を微量含む。
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SC-91, 92
Ⅶ層 10YR黒褐 2/2
層は粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)
の 311111大の小ブロックを微量、粒子を微量、パミスを

少量、焼土粒子を少量、粘質上の 5 11ull大の小ブロック

を少量含む。
Ⅷ層 10YR黒褐 2/3
層は軟質であり、釉性に富む。層中に、骨粉を少量、
パミスを少量、粘質上の粒子を中量、炭の小片を微量

含む。
Ⅸ層 10YR黒褐 2/2
層は粘性に富む。層中に、焼上の粒子を微量、パミス

を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、白
色粒子を微量、火山ガラスを微量、炭の小片を微量含
LF。

X層  10YR黒褐 2/2
粘性に富む。層中に、粘質上の、 l cm大 のブロックを

少量、粒子を少量、白色粒子を少量、火山ガラスを少
量、焼上の粒子を少量、炭の小片を少量含む。

�層 10YR黒褐 2/3
粘性に富む。層中に、パミスを少量、火山ガラスを少
量、黒色上の小ブロックを微量含む。

SC-93, 94
1層  10YR暗褐 3/3
大変碩く締まつており、粘性あり。層中に、火山ガラ
スを中量、パミスを少量、焼土粒子を少量、炭を微量、
粘質上の 2 11ull大の粒子を中量、炭化した堅果類の欠片
を微量含む。このほか、土器の小片や赤化した礫の欠
片も少量混入する。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘′性に富む。層中に、火山ガラスを中量、
焼土の粒子を微量、火山ガラスを中量、炭の小片を微
量、粘質上の、 2 11ull大の粒子を中量、またそれ未満の

細かな粒子も多量含まれることにより、層全体に斑紋
が形成される。

Ⅲ層 10YR褐 4/4(平 均)
部分的に粘性が異なるが、全体的に軟質であることは

変わらない。層は、角層のブロックにより構成されて

おり、粘質上の、 3～ 5 11ull大のブロックを中量、 3 11ull

大の粒子を中量、 3 11ull未満の細かな粒子を中量、黒色

上の 1～ 2 clll大のブロックを少量、黄掲色火山灰 (阿
多orAh)の 2 1ul大 の粒子を少量、それ以下の細かな粒
子を少量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
層は硬く締まっており、粘性は少しあり。層中に、粘

質上の 2 11ul大の粒子を中量、焼土粒子を中量、骨粉を

微量、パミスを少量、焼土粒子を少量含むほか、炭化
した堅果類の炭化物も少量含む。

V層  10YR暗褐 3/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、黒色上のブロック

を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 5 11ull以 下のブロッ
クを少量、パミスを少量、骨粉を微量、大山ガラスを

少量含む。また、粘質土の小ブロック、及び粒子によ

り全体に斑紋が認められる。
Ⅵ層 ブロックにより構成されているため、色調不明
層は粘質上の l cm以下のブロックを多量、黄褐色火山

灰 (阿多orAh)の l cn大のブロックを中量、黒色上の、
1伽大のブロックを微量と、各層のブロックにより構

成されている。このほか、炭の小片も少量混入する。
Ⅶ層 10YR黄褐 5/6
層は、黄褐色火山灰 (阿多orAh)のブロックが 7割、
黒色上のブロックが 3割ほどで構成される。黒色上の
混入は部分的に濃淡が激しい。他に、火山ガラスを少

量、炭の小片を微量含む。
Ⅷ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の 1

cll以上のブロックを微量、 3 11Dll大の粒子を中量、焼土
の 3 null大の小ブロックを中量、炭の小片を少量、堅果

類の炭化物の欠片を微量含む。他に、少量含まれる骨

粉の中には薄桃色を呈する小ブロックも認められた。

SC-95, 96
1層  10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、焼上の粒子
を微量、骨粉を中量、炭の小片を少量、粘質上の 2 cm

大のブロックを微量、 5 Hull大の小ブロックを少量、粒
子を中量、 lm大 の黒色上のブロックを少量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、炭の小片を

微量、粘質土の、1 5cm大のブロックを微量、 5 nll大
の小ブロックを少量、粒子を多量、黒色土の、 2 clll大
のブロックを微量、 5 Hull大のブロックを少量、焼土粒
子を微量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
Ⅱ層より僅かに暗い。硬く締まつており、粘性に富む。
層中に、炭の小片を少量、粘質上の、 l clll大のブロッ
クを微量、粒子を少量、パミスを少量、骨粉を微量含
EF。

Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、パミスを少量、骨
粉を少量、粘質上の、 l clll大のブロックを少量、粒子
を多量含む。粘質土は、所々に濃淡がありながら斑紋
を形成する。

V層  10YR黒褐 2/3
やや硬く締まっており、粘性に富む。層中に、骨粉を
少量、炭の小片を少量、粘質土の、 5 11ull大の小ブロッ
クを少量、粒子を中量含む。

Ⅵ層 10YR母音褐 3/3
やや硬く締まっており、粘性に富む。層中に、白色粒
子を微量、炭の小片を少量、粘質上の、 5 11Dll大 のブロッ
クを多量、粒子を多量含む。大小の粘質土により形成
さ″tる。

Ⅶ層 10YR黒褐 2/2
碩く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の、
5 11ull大のブロックを少量、粒子を中量、白色粒子を微
量、大小の礫を多量含む。

Ⅷ層 10YR暗褐 3/3
硬く締まつており、粘性に富む。層の主体は粘質上で

あり、 3 cll大 のブロックを少量、 l clll大のブロックを
少量、粒子を多量含む。他に、黒色上の、 l cm大 のブ
ロックを少量、白色粒子を微量含む。

Ⅸ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性に富む。層の主体は黒色上で

あり、 3 null大の小ブロックを多量含む。一方、粘質土

は l llull大の小ブロックを少量含む。他に、パミスを少
量含む。

X層  10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを中量、
パミスを中量、白色粒子を微量、大隅降下軽石の、 5

11111大 のブロックを少量含む。
�層 7 5YR黒 2/1
軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを少量、
パミスを微量、白色粒子を微量、大隅降下軽石の小ブ
ロックを微量含む。

SC-97

1層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性殆どなし。層の主体は黄褐色

火山灰 (阿多orAh)であり、粒子や 2 cm大 のブロック
が多量に混入する。所々に濃淡が見られ、斑紋を形成

する。この他、白色粒子を少量、焼土粒子を少量、炭
の小片を微量、大隅降下軽石の 3 null大の小ブロックも

微量含まれる。
Ⅱ層  10YR日音褐 3//4
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿

多orAh)の粒子を中量、焼土粒子を少量、粘質上の粒
子を少量、火山ガラスを少量含む。
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SC-100

1層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質上の、 1
cm～ 2 11ull大のブロックを中量、黄褐色火山灰 (阿多or
Ah)の 2 1ulx大の粒子を微量、焼土粒子を微量、白色粒
子を少量、火山ガラスを少量、炭の小片を微量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
粘性あり。 I層に比べ、粘質上の割合が多くなる。粘
質土は、ブロック及び粒子どちらも多量混入する。他
に、黒色上の、 l clll～ 5 11ull大のブロックを中量、白色
粒子を少量、パミスを中量、火山ガラスを中量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
粘性に富む。Ⅱ層で認められた粘質土や黒色上のブロッ
クの混入はない。粘質上の粒子を多量含むほか、パミ
スを少量、火山ガラスを中量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 3 clll大のブロッ
クを多量、大隅降下軽石のブロックを多量、火山ガラ
スを多量含む。

V層  10YR暗褐 3/3
層は軟質であり、粘性に富む。層は粘質土と黒色上の
ブロックから成り、火山ガラスを多量、白色粒子を少
量含む。

SC-101

1層  10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性なし。層中に、粘質上の 2 11ull

未満の粒子を多量、パミスの、大粒の粒子を少量、焼
土粒子を微量、火山ガラスを少量含む。

Ⅱ層 10YRにぶい黄褐4/3
大変軟質であり、粘性なし。層中に、パミスを少量、
黒色上の、 l cn大 のブロックを少量、火山ガラスを微
量、白色粒子を微量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒
子を多量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/3
軟質であり、粘性あり。層中に、パミスの大小の粒子
を特に多量、火山ガラスを特に多量、焼土粒子を微量、
黒色上の粒子を多量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを少量、
白色粒子を少量、パミスを微量、焼土粒子を微量、炭
の小片を少量、白色粒子を微量含む。

V層  10YR黒褐 2/2
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、黒色上のブロッ
クを少量、火山ガラスを少量、パミスを微量含む。

Ⅵ層 ±OYR暗褐 3/3(平 均)
大変軟質であり、粘性に富む。層は黄褐色火山灰 (阿
多orAh)と 黒色土から成る。層中に、火山ガラスを中
量、パミスを多量含む。

Ⅶ層 7 5YR褐 4/3
軟質である。層は、粘質土と黄褐色火山灰 (阿多orAh)
から成る。層中に、パミスを多量、黒色上の粒子を多
量、火山ガラスを少量含む。

SC-102

1層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性あり。層中に、黄褐色火山灰 (阿多
orAh)の 2～ 5 cll大 のブロックを少量、黒色上の 5 4ull
大のブロックを微量、粘質上の粒子を微量含む。他に、
火山ガラスを少量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
層は、黄褐色火山灰 (阿多orAh)、 粘質土、大隅降下
軽石の 3～ 5 clllのブロックが多く混入する。なお、ブ
ロック間の覆土は黒tlB色土で、軟質であり、粘性あり。
層中には火山ガラスを少量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、焼土粒子を中
量、骨粉を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を
少量含む。層中の骨粉と焼上の混入の多さが特徴であ
る。

SC-102

Ⅳ層  10YR日音褐 3//3
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、焼土粒子を微
量、黒色上の小ブロックを少量、黄褐色火山灰 (阿多
orAh)の 粒子を少量含む。

V層  10YR褐 4/4
層は粘性に富む。層中に、焼土粒子を少量、骨粉を少
量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)と 、大隅降下軽石の 1
cllI大 のブロックを少量含む。

SC-103

1層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿
多orAh)の 5 11ull～ 2 cn大 のブロックを特に多量、火山
ガラスを多量、焼土粒子を少量、炭の小片を少量含む。
粘質土や黒色上が全く認められないのが特徴である。

I層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、焼土粒子を微
量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、炭の小
片を少量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
粘性あり。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 3
11ull大の小ブロックを微量、粒子を多量、焼土粒子を少
量、炭の小片を少量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 5
11111大のブロックを中量、更に細かい粒子を少量、焼土
粒子を微量、炭の小片を微量含む。

V層  10YR黒褐 2/2
粘性に富む。層中に、女褐色火山灰 (阿多orAh)の粒
子を少量、焼土粒子を少量、粘質上の粒子を中量含む。

SC-104, 105
1層  10YR黒褐 2/2
粘性あり。層中に、粘質上の、 31111大 の小ブロックを
少量、粒子を多量、パミスを微量、白色粒子を微量含
む。層は粘質上の粒子により、壁土から全体的にグラ
デーションがかかる。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の、
5 11ull～ l clll大のブロックを少量、粒子を多量、焼土粒
子を微量、火山ガラスを少量、黄褐色火山灰 (阿多or
Ah)の 、 1～ 3 cm大 のブロックを中量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
硬く縮まっており、粘性あり。層中に、釉質上の 5 Hull
大のブロックを少量、粒子を中量、黒色上の、 5 11ull以

下の小ブロックを少量、焼土粒子を微量、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の 2～ 3 11ull大の小ブロックを中量含む。
他に、骨粉が、部分的に濃淡を持ちながら混入する。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、炭の小片を多量、
大隅降下軽石の 2 11ull大の小ブロックを少量、粘質上の
3 11ull大の小ブロックを少量含む。炭の混入は、相対的
には極めて多い。

V層  10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿
多orAh)の粒子を多量、炭の小片を微量、火山ガラス
を中量含む。他に、粘質土の粒子が特に多量含まれて
おり、特徴的である。

Ⅵ層 10YR黒褐 2/3(平 均)
軟質であり、粘性に富む。層は、黄褐色火山灰 (阿多
orAh)と 粘質上の、 2 clll大のブロックがそれぞれ密集
して形成される。層中に、火山ガラスを中量含む。

Ⅶ層 10YR黒 2/1
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上のブロック
を少量、大隅降下軽石のブロックを中量、炭の小片を
少量含む。一方で、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子
は認められない。
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sC-106
1層  10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを少量、
焼土粒子を少量、黒色上の 3 11ull大の小ブロックを中量、
骨粉を少量、炭の小片を少量含む。

Ⅱ層  10YR黒褐 3//2
軟質であり、粘性に富む。層はほば粘質土によつて構
成されているが、混入物から掘り過ぎではないと考え

られる。層中に、炭の小片を少量、焼土粒子を微量、
白色粒子を微量含む。

SC-108

1層  10YR日音褐 2//2
やや硬く締まっており、粘性僅かにある。層中に、白
色粒子を多量、パミスを少量、焼上粒子を微量、炭の

小片を少量、粘質上の 2 11uI大の小ブロックを多量含む。
Ⅱ)吾  10YR黒褐 2//2
やや硬く縮まっており、粘性に富む。層中に、白色粒
子を少量、パミスを少量、粘質上のブロックを多量含
b。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/3
軟質であり、粘性に富む。層は、Ⅱ層に粘質上が特に

多量混入し、部分的な濃淡のために斑紋が形成される。
層中に火山ガラスを少量、白色粒子を少量、炭の小片
を少量含む。

SC-110

1層  10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の、
l cm大 のブロックを微量、 5 uull大のブロックを微量、
早期ロームの 5 Hull大のブロックを少量、粘質上、及び

早期ロームの粒子を中量、白色粒子を少量含む。層は、
混入する粘質上により斑紋が形成される。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/2(I層 よりやや暗い)
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の粒子を少
量、炭の小片を微量、白色粒子を少量、焼土粒子を微
量含む。 I層で見られた斑紋は、この層にはない。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、黒色土の、
2 1rull大の小ブロックを微量、粘質上の粒子を少量、焼
土粒子を少量、白色粒子を微量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、白色粒子を

微量ふくむが、それ以外の混入物は認められない。
V層  10YR黒褐 2/3(ブ ロック間の色調)
ブロックにより構成されており、土質も部分的な隔た

りが大きい。層中に、粘質上の、 2 cn大 のブロックを

多量、 5111111大のブロックを多量、黄褐色火山灰 (阿多
orAh)の、 2 cn大 のブロックを微量、黒色上の、 2 cm
大のブロックを少量含む。混入物としては、他に赤化
した探も微量認められる。

Ⅵ層 10YR黒褐 2/3
層中に、黒色上の、 2 clll大のブロックを少量、粘質土
の、 l clll大のブロックを中量、黄褐色火山灰 (阿多or

Ah)の、 l cn大のブロックを微量含む。 V層 と同様ブ
ロックが多く混入するものの、隙間が多く、黒色上の

割合が高い。
SC-111

1層  10YR暗褐 3/3
軟質であり、粘性少しあり。層中に、炭の小片を少量、

黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、ブロックを微量、粒子

を少量、白色粒子を多量、粘質上の、 3 11ull大 の小ブロッ

クを多量、黒色上の、 3 11ull大のブロックを少量含む。
Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性あり。層中に、粘質上の、 5 11ull大の

ブロックを多量、黒色上の、 5 11ull大のブロックを少量、

黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 5 1Hll大のブロックを中
量含む。

SC― lll

Ⅲ層 10YR褐 4/4
粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒
子を中量、濃く色上の粒子を中量含む。層はⅡ層が粘
質土中に混入したような恰好である。

SC-112

1層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質上の、 5
1111大 のブロックを少量、粒子を中量、炭の小片を微量、
白色粒子を少量含む。粘質上の混入により、層全体が

斑紋を形成する。
Ⅱ層  10YR日音褐 3//3
硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質上の粒子
を多量、焼土粒子を微量、炭の小片を微量含む。

SC-113

1層 10YR黒褐 3/2
大変硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質土の、
5 11ull大の小ブロックを微量、 2 11ull大の粒子を多量、パ

ミスを少量、炭の小片を微量、焼土粒子を中量、白色
粒子を中量、火山ガラスを中量含む。

Ⅱ層 10YR暗褐 3/3
大変硬く締まっており、粘性なし。層中に、白色粒子
を少量、粘質上の 2111111大の粒子を中量、火山ガラスを

多量、焼土粒子を微量含む。
Ⅲ層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性あり。層中に、粘質上の、 3 11ul大の

小ブロックを特に多量、白色粒子を少量、焼土粒子を

少量、火山ガラスを中量含む。
Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
やや硬く締まつており、粘性あり。層中に、粘質上の、
341111大の小ブロックを中量、焼土粒子を微量含むほか、
黒色上のブロックも認められる。

V層  10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを中量、
焼土粒子を微量、粘質上の粒子を中量含む。

Ⅵ層 10YR黒掲 3/2
層は粘質土と黒色上のブロックが混入して形成される。
ブロックの境界ははつきりせず、斑紋状である。層中
に、焼土粒子を少量、骨粉を微量含む。

Ⅶ層 10YR黒褐 3/2(平 均)
層は粘質土と黒色上のブロックが混入して形成される。
ブロックは各個境界がはつきりしており、ブロックに
よる混合によって形成されていることが分かる。層中
に、焼土粒子を少量、骨粉を微量含む。

SC-114

1層  10YR黒褐 3/2
やや硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質上の

粒子を多量、パミスを少量、白色粒子を多量、炭の小
片を少量、炭化した堅果類の久片を微量、焼土粒子を
微量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
やや硬く締まっており、粘性あり。 I層 との違いは白
色粒子であり、混入は少量のみである。他に、層中に、
粘質上の粒子を多量、パミスを少量、黒色上の、 l cm
大のブロックを少量含む。

Ⅲ層 25Y黒褐 3/1
層中に、大隅降下軽石の、 4 cm大のブロックを少量、
粒子を多量、粘質上の 5 allll大の小ブロックを少量、粒
子を多量、焼土粒子を微量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質土の 5111111大の

小ブロックを少量、粒子を少量、炭を微量、パミスを
少量、焼土粒子を微量含む。

V層  10YR暗褐 3/3
軟質であり、粘性あり。層は、黒色土と粘質上が、部
分的に斑紋を形成しながら形成される。量的には、黒
色土の割合が高い。層中に、白色粒子を少量、パミス

を微量含む。
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SC-114
Ⅵ層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。V層に似ているが、こちら
は黒色土と粘質上の割合が同じ位である。層中に、炭
の小片を微量、白色粒子を少量含む。

Ⅶ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、絡性に富む。層は、黒色土と粘質上の大
小のブロックが密集する。層中には、他にパミスを微
量、白色粒子を微量、焼土粒子を微量含む。

SC-115

1層  10YR黒褐 3/2
硬く締まつており、粘性なし。層中に、白色粒子を多
量、火山ガラスを中量、炭の小片を少量、パミスを少
量、焼土粒子を微量、粘質上の、 211111大の小ブロック
を中量、炭化した堅果類の欠片を微量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3/2(I層 よりやや明るい)
軟質であり、粘性あり。層は、粘質上の粒子が多く混
入し、斑紋を形成する。層中には、他に炭化した堅呆
類を微量、炭の小片を少量、火山ガラスを中量、パミ
スを微量含む。

SC-116

1層  10YRにぶい黄褐4/3
硬く締まつており、粘性に富む。層中に、焼土粒子を
少量、白色粒子を少量、炭の小片を微量、粘質上の、
5111111大のブロックを微量、粒子を少量、赤化した礫を

微量含む。
Ⅱ層 10YR暗褐 3//3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の、
5 HIIll大のブロックを少量、粒子を多量、黒色上の、 5
ntlll大のブロックを中量、焼土粒子を少量、白色粒子を
少量含む。

Ⅲ層 10YRttt15 3/2
硬く締まっており、粘性に富む。層は粒子が粗く、層
中に、炭の小片を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の
粒子を少量、粘質上の粒子を中量、焼土粒子を微量、
多様な粒子によつて形成されている。

Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、給性に富む。層は粒子が粗く、層中に、
焼土粒子を多量、白色粒子を微量、炭の小片を少量、
粘質上の粒子を少量含む。

V層  10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質土の粒子を多
量、黒色上の粒子を中量、白色粒子を少量、焼土粒子
を少量含む。

Ⅵ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性に富む。層は、粘質上の粒子
が特に多量混入するものの、斑紋は形成されない。し
かし、遺構壁の土色は10YR褐 4/4で あり、色調が異
なることから、掘り過ぎではない。このほか、層中に
白色粒子を微量含む。

Wll層  10YR日音褐 3//3
硬く締まっており、釉性に富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)を少量、白色粒子を少量、黒色上の、
3 11ull大のブロックを中量含む。土色が異なることから、
掘り過ぎではない。

SC-117

1層  10YR黒 2/1
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の、
1 5clll大 のブロックを微量、粒子を少量、焼土粒子を
少量、骨粉を微量、土器の細かな欠片を微量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
やや硬く締まっており、粘性少しあり。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の、 5 11ull大のブロックを中量、
焼上の、 3 11ull大の小ブロックを微量、粒子を少量、骨
粉を少量、黒色上の粒子を微量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
硬く締まつており、粘性少しあり。層中に、焼土粒子
を少量、骨粉を中量、粘質上の、ブロックを微量、粒
子を中量、黒色上のブロックを微量含む。

SC-117

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の、
1 5cnの ブロックを少量、粒子を中量、黒色上の、15
cm大のブロックを少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、
l cln大 のブロックを少量含む。

V層  10YR日音褐 2/3
軟質であり、粘性少しあり。層中に、黄褐色火山灰
(阿多orAh)の、15～ 2c皿大のブロックを少量、 3 null
大の小ブロックを少量、黒色上の、 3 clll大のブロック
を微量、 5 11ull大の小ブロックを少量、粘質土の、 2～
3 cm大 のブロックを少量、焼土粒子を少量、骨粉を中
量含む。

Ⅵ層 10YR黒褐 2/2(平 均)
ブロックにより構成されており、ブロックにより上質
が異なることから、硬さ、粘性は一様ではない。層中
に、焼土粒子を少量、白色粒子を少量、黄褐色火山灰
(阿多orAh)の、 l cn以 下のブロックを少量、粘質土
の、 l cm大 のブロックを少量含む。他に、黒色土は、
大小のブロックが多く認められ、層全体に斑紋が形成
さ身ιる。

Ⅶ層 10YRにぶい黄褐4/3
軟質であり、粘性に富む。層は、黄褐色火山灰 (恐 ら
く阿多火砕流であろう)が層の半分以上を占めている。
層中に、火山ガラスを中量含む。ブロックが認められ
ないため、Ⅵ層とは全く異なるが、床面とは硬さが異
なることから、掘り過ぎではない。

hull層  7 5YR黒 2/1
軟質であり、地性に富む。層は、焼土粒子を少量、白
色粒子を少量、焼土粒子を中量、炭の小片を中量、粘
質上の粒子を中量含む。

SC-118

1層  10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性僅かにあり。層中に、粘質土
の、 511111大の小ブロックを少量、粒子を少量、黒色土
の、 5 11ull大の小ブロックを少量、焼土粒子を微量、白
色粒子を中量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3/2(平 均)
様々なブロックにより構成されるため、土質は部分に
よる変化が大きい。層中に、粘質上の、 5 cm大のブロン
クを微量、 3 cn大 のブロックを少量、粒子を多量、黒
色土の、 2 cn大 のブロックを中量、粒子を少量、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の 、 5 11ull大の小ブロックを少量、
粒子を少量、焼土粒子を微量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/3(平 均)
ブロックにより構成されるため、土質は部分による変
化が大きい。層中に、粘質上の、 2 cn大 のブロックを
少量、粒子を多量、黒色上の、 2伽大のブロックを中
量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 2 cm大 のブロック
を少量、大隅降下軽石のブロックを微量含む。

SC-119, 120
1層  10YR暗褐 3/2
硬く締まっており,粘性あり。層中に、焼土粒子を中
量、粘質上の粒子を中量、炭の小片を少量、パミスを
少量、白色粒子を多量含む。他に、炭化した堅果類の

欠片も微量混入する。
Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の、
5 11ull大の小ブロックを中量、粒子を多量、黒色上の、
3 11ull大の小ブロックを少量、白色粒子を少量、パミス

を微量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 2 Hull大の小ブロッ
クを微量含む。

Ⅲ層 10YRH音褐 3/3
軟質であり、粘性に富む。層は、殆どが粘質土によっ
て構成されており、一部早期ロームがブロック状に混
入する。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を
微量含む。
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SC-119, 120
Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、務質上の、 l clll大
のブロックを中量、 5 nul大 の小ブロックを多量、粒子
を多量、黒色上の、 5 nHll大の小ブロックを少量、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の粒子を微量含む。

V層  10YR黒 2/1
硬く締まつており、粘性あり。層は黒色土を主体とす
る。層中に、パミスを少量、白色粒子を微量、粘質土
の、 l clll大のブロックを少量、粒子を少量、パミスを

少量、白色粒子を微量含む。
Ⅵ層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、赤化した礫の小片
を少量、炭の小片を少量、白色粒子を中量、焼土粒子
を少量、粘質上の粒子を中量、黒色上の、 3 11ull大の小
ブロックを微量含む。

Ⅶ層 10YR暗褐 3/3
極めて軟質であり、粘性に富む。結質上の小ブロック

を多量、粒子を多量、白色粒子を少量、焼土粒子を微
量、炭の小片を微量含む。

Ⅷ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層は粘質上を主体としてお
り、 3111111大のブロックを中量含むほか、粒子は層全体
に濃密に混入する。ただし、層は斑紋を形成せず、堆

積は一様である。他に、層中に、炭の小片を微量、白
色粒子を中量、焼土粒子を微量含む。

SC-121

1層 10YR黒褐 3/2
やや硬く締まっており、粘性あり。層中に、火山ガラ
スを中量、白色粒子を少量、炭の小片を少量、焼土粒
子を微量、粘質上の粒子を少量含む。層は斑紋を形成
する。

Ⅱ層  10YR黒褐 3//2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、火山ガラスを

中量、焼土粒子を微量、炭の小片を微量、粘質上の粒
子を少量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/3
やや硬く締まつており、粘性に富む。層は、黒色上と

粘質上が半分ずつ、斑紋を形成している。層中に、火

山ガラスを少量含む。
Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層はⅢ層同様、黒色土と粘

質土によつて構成されるが、どちらも粒状になってい

る。層中に、火山ガラスを少量、炭の小片を少量含む。

隅の検出から遺構としたものの、水穴である可能性も

ある。
SC-122
1層 10YR黒 2/1
軟質であり、粘性に富む。層中に、白色粒子を中量、
パミスを少量、焼土粒子を微量、炭の小片を少量、赤

化した、 5 11ul大の円礫 (砂利)を少量、粘質上の粒子
を少量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まつており、粘性に富む。層中に、白色粒子を

多量、焼土粒子を少量、パミスを微量、粘質上の、3

11ull大の小ブロックを中量、粒子を多量含む。粘質上の

混入の多さが、 I層 との最大の違いである。
Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
やや硬く締まっており、粘性に富む。層中に、白色粒

子を少量、パミスを少量、炭の小片を少量、粘質上の、
5 1ull大 の小ブロックを少量、粒子を中量、、黒色上の

l cm大のブロックを少量含む。
Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、白色粒子を少量、
パミスを少量、炭の小片を少量、粘質上の、 5 cn大 の

ブロックを微量、 5 11ull大のブロックを中量、粒子を少
量、黒色上の、 l cm大 のブロックを少量含む。

SC-122

V層  10YR黒 2/1
軟質であり、粘性に富む。層中に、火山ガラスを少量、
パミスを少量、黒色上の、 5 11ull大のブロックを少量、
粘質上の、 3 cm大のブロックを少量、粒子を多量含む。
Ⅲ層に似ているが、黒色ブロックの量が異なる。

Ⅵ層 10YR黒 2/1
硬く締まっており、粘性に富む。層は粘質上のブロッ
クを含まないために、周辺の層とは分割した。層中に、
粘質上の、 5 11ull大の小ブロックを少量、粒子を多量、
黒色上の、 l clll大のブロックを少量、パミスを少量、
白色粒子を少量、火山ガラスを中量含む。

Ⅶ層 10YR黒 2/1
硬く締まつており、粘性あり。層は黒色上の割合が高
い。層中に、パミスを少量、白色粒子を少量、粘質土
の、 3 11ull大の小ブロックを少量含む。

Ⅷ層 10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の、 2 clll大
のブロンクを中量、 5 11ull大の小ブロックを多量、粒子
を少量含む。

SC-123

1層 10YR暗褐 3/3
大変硬く締まっており、粘性なし。層中に、白色粒子
を中量、パミスを少量、粘質上の、 5 11uxl大のブロック

を微量、粒子を中量、炭化した堅果類の欠片を少量含
む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質上の 3 null

大の小ブロックを中量、粒子を多量、白色粒子を少量、
パミスを微量、焼土粒子を微量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿

多orAh)の粒子を少量、焼土粒子を微量、粘質上の、
5 Hull大のブロックを少量、粒子を少量、黒色上の粒子
を少量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿

多orAh)の粒子を微量、黒色上の、 5 11ull大の小ブロッ
クを少量、粘質上の、 5 11ull大の小ブロックを少量、粒
子を少量含む。

V層  10YR黒褐 3/2
軟質であり、粘性あり。層中に、粘質上の、 5 ntlll大の

ブロックを中量、粒子を多量、パミスを少量、白色粒
子を少量、焼土粒子を微量、黒色上の 5 11ull大のブロッ
クを微量含む。混入物の存在から、掘り過ぎではない。

SC-124
1層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性は僅かにあり。層中に、白色

粒子を多量、大山ガラスを多量、パミスを中量、赤化
した書く裸の小片を微量、粘質上の粒子を少量含む。

Ⅱ層  10YR黒褐 2//2
硬く縮まっており、粘性なし。層中に、白色粒子を少
量、パミスの、 5 1ull大のブロックを少量、通常の粒子
を少量、炭の小片を微量、粘質上の粒子を微量、大山
ガラスを多量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐 3/4
やや硬く締まっており、粘性に富む。層中に、白色粒
子を微量、火山ガラスを多量、粘質上の、 3 mull以下の

小ブロック及び粒子を多量含む。
Ⅳ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まつており、粘性に富む。層中に、白色粒子を
少量、パミスを微量、火山ガラスを多量、粘質上の粒
子を少量含む。層は、黒色上の濃淡により斑紋が形成
さオLる。
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SC-124
V層  10YR黒褐 3/2(お およそ)
軟質であり、粘性に富む。層は、 3 null以下の小ブロッ
ク、及び粒子が特に多量含まれる。大隅降下軽石であ
る黒色上の粒子と混合し、斑紋を形成する。層中に、
火山ガラスを中量、パミスを微量、炭の小片を微量含
E子。

Ⅵ層  10YR日音褐 3//3
層はやや軟質であり、粘性に富む。層中に、白色粒子
を少量、火山ガラスを多量、パミスを微量含む。粘質
上の小ブロック、及び粒子により、層は斑紋を形成す
る。

Ⅶ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性に宮む。層は粘質上の小ブロッ
ク、及び粒子が半分近くを占めるが、遺構床面の土は
全て粘質上により構成されていることから、掘り過ぎ
ではない。層中に、火山ガラスを少量含む。

SC-125

1層  10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質土の粒子を中
量、焼土粒子を少量、骨粉を少量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3(I層 よりもやや暗い)
粘性に富む。層中に、パミスを少量、大隅降下軽石の
ブロックを中量、粘質上の粒子を中量、焼土粒子を微
量含む。

Ⅲ層 10YR黒掲 3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿
多orAh)の粒子を中量、大隅降下軽石の、ブロックを
少量、粒子を少量、粘質上の粒子を中量、焼土粒子を
微量含む。

Ⅳ層 10YRF音褐 3/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿
多orAh)の粒子を微量、大隅降下軽石の粒子を少量、
骨粉を少量含む。

V層  10YRにぶい黄褐 4/3
軟質であり、粘性に宮む。層は、同多火砕流直上にあ
る明るい粘質土と、早期ローム層の粘質上が入り込み、
斑紋を形成する。層中に、骨粉が微量含まれる。混入
物の存在から、掘り過ぎではない。

Ⅵ層 軟質であり、粘性に富む。層は、阿多火砕流直状の明
るい色調の粘質土と、大隅降下軽石が混合し、V層 よ
りも強く斑紋を形成する。よつて、色調は一定ではな
い。層中に、 3 11ull大の黒色上の小ブロックを少量、パ

ミスを微量含む。
Ⅶ層 7 5YR黒褐 3/2
V層 よりも暗い色調である。軟質であり、粘性に富む。
層は、V層 とⅧ層が混合した印象である。層中に、パ
ミスを中量、炭の小片を少量、焼土粒子を微量含む。

Ⅷ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、パミスを中量、炭
の小片を少量、焼土粒子を微量、黒色上の、 3 cm大 の
ブロックを微量、 l cm大 のブロックを中量、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の 、1 5cm大のブロックを少量、粒
子を中量含む。

SC-126
1層 10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質土の粒子を中
量、パミスを微量、黒色上の、 5 11uYl大の小ブロックを
微量含む。

Ⅱ層  10YR黒掲 2//3
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の、 5 11ull大
の小ブロックを多量、 811111大の小ブロックを少量、骨
粉を微量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
層はⅡ層よりやや暗い色調であるが、黒色上のブロッ
クの混入ではなく、黒色土が粒子単位で混入している
ためである。層中に、粘質上の、 3 mull大の小ブロック
を多量、パミスを少量含む。

SC-127

1層  7 5YR褐 4/2
硬く締まっており、粘性は殆どない。層中に、骨粉を
中量、焼土粒子を少量、パミスを少量、炭の小片を少
量、黒色上の、 5 EDll大の小ブロックを少量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の粒子を少量、黒色上の、 l clll大のブ
ロックを少量、粘質上の、 l cll大 のブロックを少量、
パミスを少量、焼土粒子を少量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
硬く締まつており、粘性に富む。層は、黒色土と粘質
上が粒子単位で混入しているが、一様に交じり合い、
斑紋は認められない。層中に、白色粒子を微量、パミ
スを少量含む。

SC-128

1層 10YR暗褐 3//3
やや硬く締まっており、雅性僅かにあり。層中に、炭
の小片を微量、パミスを微量、白色粒子を中量、粘質
土の粒子を中量、赤化した礫の欠片を微量、焼土粒子
を少量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質上の粒子
を中量、粘質上の、 3 11ul大の小ブロックを少量、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、パミスを中量、
黒色上の、 3 ntlll大の小ブロックを微量、焼土粒子を少
量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の粒子を少量、焼土粒子を微量、粘質
上の、 5 11ull大の小ブロックを少量、黒色土の、 5 HIll大
の小ブロックを中量、粒子を中量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐 2/3(平 均)
やや硬く締まっており、粘性あり。層中に、黄褐亀火
山灰 (阿多orAh)の粒子を多量、炭の小片を少量、粘
質上の粒子を少量、白色粒子を少量、焼土粒子を少量
含む。層は、全体的に斑紋を強く形成する。

V層  10YR黒褐 2/2
やや硬く締まっており、粘性に富む。層は、粘質± 4
割、黒色± 6割の比率で、大小のブロック、または粒
子が混合し、強い斑紋を形成する。層中は、他に焼土
粒子を微量、火山ガラスを少量含む。

Ⅵ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性に富む。層は、主に粘質土に
よつて構成されており、 5 11ull大の小ブロックを中量、
粒子を多量含む。層中には、他に白色粒子を少量含む。

Ⅶ層 10YR暗褐 3/8
硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質上の粒子
を中量、黒色上の、 l cm大 のブロックを少量、白色粒
子を少量、赤化した礫の欠片を微量含む。

Ⅷ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層は、粘質土によるブロッ
ク、粒子が特に多量混入している。ただし、床土とは
粘質上の割合が異なるため、掘り過ぎではない。層中
に、黒色上の、 l clll大のブロックを微量、白色粒子を
少量、パミスを少量、炭の小片を微量含む。

SC-130
1層  10YR黒褐 3/2
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、焼土粒子を中
量、白色粒子を中量、炭の小片を少量、土器の小片を
微量、赤化した礫の欠片を微量、赤化の見られない礫
の欠片を微量含む。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、焼土粒子を
少量、白色粒子を少量、粘質上の粒子を中量含む。層
の堆積は一様であり、斑紋は認められない。
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SC-130

皿層 10YRに ぶい黄褐4/3
硬く結まつており、粘性に富む。層中に、焼土粒子を

微量、白色粒子を少量、粘質上の粒子を中量含む。層
の堆積は一様であり、斑紋は認められない。色調は異
なるものの、混入物や堆積の状態はⅡ層に似る。

Ⅳ層 10YRにぶい黄褐4/3
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の、5
uvll大 の小ブロックを少量、粒子を多量、黒色上の、5
Hull大 の小ブロックを少量、層上部を中心として、焼土

粒子を中量、白色粒子を少量含む。粘質上の混入によ
り、層は全体的に斑紋を形成する。

V層  10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層の色調はI層 と同じであ
るが、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子が多量混入す
る。他に、同層の 5 null大の小ブロックを微量含む。な
お、それ以外に混入物は認められない。

Ⅵ層 10YR暗掲 3/3
軟質であり、粘性に富む。層の半分以上は黄褐色火山
灰 (阿多orAh)よ り成る一方、その他の混入物は含ま
れない。なお、床は阿多火砕流であるが、混入密度か
ら掘り過ぎではない。

SC-131

1層  10YR黒褐 2/2
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、焼土粒子を少
量、骨粉を少量、炭の小片を微量、粘質上の粒子を少
量含む。層は弱い斑紋を形成する。

Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層の色調は I層 と同じであ
るが、こちらには斑紋は認められない。層中に、炭の

小片を少量、白色粒子を少量、焼土粒子を少量含む。
Ⅲ層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性に富む。層の色調は I,Ⅱ 層
と同じであるが、硬さが異なる。また、斑紋も認めら
れない。層中に、焼土粒子を少量、白色粒子を微量、
炭の小片を微量含む。

SC-132
1層  7 5YR黒褐 3/1
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、炭の小片を

少量、焼土粒子を中量、白色粒子を少量、粘質上の粒
子を少量含む。焼土粒子の多さと、粘質上の粒子を含
むものの、堆積状態は一様である点は特徴といえる。

Ⅱ層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性に富む。層は粘質土を特に多
量含んでおり、そのせいで斑紋を形成する。その外に

混入物が認められないことから、掘り過ぎの可能性も
ある。ただし、粘質上でない部分も存在しており、掘っ

た後に底に溜まった粘質上が、そのまま埋没したとも

考えられる。
Ⅲ層 10YRにぶい黄褐4/3
層は軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰

(阿多orAh)の l cm人 のブロックを少量、 5 11ull大の小
ブロックを中量、粘質上の粒子を中量、黒色土の、 1
clll大 のブロックを少量、白色粒子を少量、焼土粒子を

少量、炭の小片を微量含む。
Ⅳ層 10YRにぶい黄褐 4/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿

多orAh)の、 5 11ul大の小ブロックを少量、黒色上の、
l clll大のブロックを少量、粘質土の粒子を中量含む。
Ⅲ層とは、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の密度が大きく
異なる。

V層  10YR黒褐 3/2
層は基本的に軟質であり、粘性に富む。層中には、10

YR褐 4/4の粘質上の、 5 11ull大のブロックを多量含ん
でおり、ブロック部分は硬く締まっており、粘性に富
む。層中には、他に白色粒子を少量含む。粘質土は、

検出面付近の層に似ることから、元々袋状を呈する土

坑のオーバーハング部分が崩落し土坑内に堆積した痕

跡である可能性が考えられる。

SC-132

Ⅵ層 10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、黒色上の、 3 clll大
のブロックを中量、粘質上の小ブロックを中量、焼上
粒子を微量、白色粒子を微量含む。V層ほどではない
にしろ、検出面付近の層の混入から、オーバーハング
の崩落が考えられる。

Ⅶ層 10YR黒褐 2/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の、 l cm大
のブロックを中量、粒子を多量、黒色上の、 5 11ull大の

小ブロックを少量含む。
Ⅷ層 10YR黒褐 3/2(平 均)
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の 3 cm

大のブロックを特に多量、 3 cm大 の黄褐色火山灰 (阿
多orAh)の ブロックを少量含む。

Ⅸ層 10YR黒褐 3/2
大変軟質であり、粘性に富む。層中に、黒色上の、 3
cm大のブロックを少量、粘質上のブロックを中量、黄
褐色火山灰 (阿多orAh)の 1 5cm大のブロックを微量
含む。ブロックの混入密度はⅦ層より低い。

SC-133

1層 10YR黒褐 3/2
硬く締まっており、粘性あり。層中に、白色粒子を少
量、焼土粒子を少量、粘質上の粒子を中量、炭の小片
を微量含む。層は、粘質上の粒子の濃淡のため、弱い

ながら斑紋を形成する。
Ⅱ層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、骨粉を中量、

焼土粒子を少量、黒色上の、 3 11ul大のブロックを少量、
粘質上の粒子を少量含む。

Ⅲ層 10YRに ぶい黄褐4/3
軟質であり、粘性に富む。黒色上の、 3 cm大 のブロッ
クを多量、骨粉を多量、焼土粒子を微量含む。骨粉の

混入が著しく多い点が特徴である。
Ⅳ層 10YR黒褐 2/2
硬く締まっており、粘性に宮む。層の色調はⅡ層と同
じであるが、層中の粘質上の量が異なる。 5 11ul大の小
ブロックを中量、粒子を中量含む。他に、白色粒子を
少量、焼土粒子を微量、黒色土の、 3 11ull大の小ブロッ
クを微量含む。

V層  10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の 2
11tlll大の小ブロックを中量、黒色土の、 2 11ull大 の小ブロッ
クを微量、骨粉を少量含む。粘質上の混入が、上層と
は全く異なる。

Ⅵ層 10YR暗褐 3/8
硬く締まっており、粘性あり。層中に、骨粉を少量、
粘質土の、 3 11ull大の小ブロックを少量、黄褐色火山灰
(阿多orAh)の、 3 cm大のブロックを微量、炭の小片
を微量含む。他に、焼土粒子が、層下部を中心に中量
混入する。

Ⅶ層 10YR暗褐 3/3
硬く締まっており、粘性あり。層中に、粘質土の、 1
cn大のブロックを中量、粒子を中量、焼土を中量、骨
粉を少量含む。

Ⅷ層 7 5YR黒掲 3/2
軟質であり、粘性あり。層中に、粘質上の、 5 11ull大の
小ブロックを中量、粒子を中量、黒色上の、 7 cn大 の
ブロックを微量、焼土粒子を中量、白色粒子を少量含
E」  。

Ⅸ層 10YR灰黄褐4/2
軟質であり、粘性あり。層は、黒色土と粘質上の濃淡
により強い斑紋を形成しており、層中に焼土粒子を少
量、骨粉を少量含む。

X層  10YR黒褐 2/3
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、黒色上の、
2 cm大 のブロックを多量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)
の、 l cm大 のブロックを少量、焼土粒子を中量、骨粉
を少量、粘質上の粒子を少量、炭の小片を少量含む。
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SC-133
�層 10YR黒褐 2/3
軟質であり、粘性に富む。層中に、黒色上の、 l cm大
のブロックを少量、粘質上の、 3 oJIl大のブロックを少
量、焼土粒子を微量、骨粉を少量含む。

�層 10YR黒褐 2/3
層中に、粘質上の、 5 11ull以下の小ブロックを中量、黒
色上の、 5111111以下の小ブロックを中量、焼土粒子を中
量、骨粉を少量含む。

�層 10YR黒褐2/2
層中に、パミスを多量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 3 cm
大のブロックを微量、 l cII大のブロックを中量、骨粉を少
量、焼土粒子を少量含帆

�層 7 5YRにぶい褐5//4
釈質であり、粘 l■に富む。壁土よりやや暗いものの、層中
の混入物は壁でも確認されており、土坑連結部上のブリッ
ジにあたる層の可能|■もある。なお、層中には白色粒子を
微量含帆

SC-134
1)吾  10YR乗静島2//2
報質であり、粘性に富む。層中に、白色粒子を少量、粘質
上の粒子を少量 赤化した砂利を少量含軌

Ⅱ)詈  10YR綿 2//2
硬く締まっており、粘性あり。色調はI層 と同じであるが、
こちらが僅力WこΠ音い。層中に、粘質上の粒子を少量、焼土
粒子を微量、白色粒子を微量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐2/2
硬く締まっており、粘性に富む。最大の違いは炭の混入で
あり、少量含帆 他に、白色粒子を少量、焼土粒子を微量、
黒色上の、 3m大の小ブロックを微量含む。層は、J習に
比べて粒子がやや粗めであるが、抜け穴はないので、水穴
ではなし、

SC-135

1層 75Y黒褐3/2
硬く締まつており、粘畦に富む。層中に、骨粉を少量、焼
土粒子を少量 粘質上の、5m大の小ブロックを少量含帆

Ⅱ層 7 5YR黒 2/1
硬く締まっており、粘陛に富む。層中に、骨粉を少量、焼
土粒子を少量、粘質上の、 1～ 2 cm大のブロックを少量、
黒色上の、 5cュ大のブロックを少量含む。層の混入物は似
ており、最大の違いは色調である。

Ⅲ層 75釈灰褐4/2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、軽石片を微量、
粘質土の、2 cm大のブロックを多量含む。

SC-136

1層 10YR黒褐2//3
軟質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の、 l cn大のブ
ロックを微量、粒子を多量、白色粒子を少量、炭の小片を
少量含む。粘質上の濃淡によつて、層全体に斑紋を渤戎す
る。

■)詈  10YR離 3//2
硬く締まっており、粘 l■に富む。層中に、粘質上の粒子を
中量、炭の小片を少量、白色粒子を少量含むほか、薄桃色
の骨粉を中量含む。

Ⅲ層 10YR灰黄褐4/2
軟質であり、粘 l■に富む。層中に、粘質上の、 2 cm大のブ
ロックを多量、粒子を多量、白色粒子を微量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐2//2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、粘質上の、 3 11ull
大の小ブロックを微量、粒子を少量、白色粒子を少量、焼
土粒子を微量含む。

V層 10YR黒褐3/2
軟質であり、粘性に富む。層中に、料質上の粒子を多量、
白色粒子を少量含む。粘質上の濃淡によって、斑紋を形成
する。

SC-137

1層 10YR黒 2/1
硬く締まっており、粘Ⅲ生僅かにあり。層中に、土器の細か
な欠片を少量、骨粉を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、
l cⅢ大のブロックを少量、炭の小片を微量、焼土粒子を少
筆 帆

Ⅱ層 10YR黒褐2//2
硬く締まっており、粘陛に富む。層中に、粘質上の、 3 ullll

大の小ブロックを少量、白色粒子を少量、細かな土器の欠
片、また赤化した角礫の欠片を多重含む。

Ⅲ層 10YR黒褐2/2
色調はⅡ層と同じであるが、基本的にブロックにより構成
されている点が異なる。層中に、雅質上の、 2 cⅢ大のブロッ
クを少量、粒子を微量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 3
cll大のブロックを少量、焼土粒子を微量含帆

Ⅳ層 10YR黒褐3//2
層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、 3 clll大 のブロック
を多量、 3 clll大 の黒色上のブロックを中量、小礫を少量含
帆

SC-138

1'蓄  10YR慕単島3//2
硬く締まっており、粘性に富む。層中に、炭の小片を、大
粒を主体として少量、赤化した角課の欠片を少量、土器の

小片を微量、薄桃色の骨粉の、 3 11ull大 のブロックを少量含
帆

Ⅱ

'書

 10YR日ま掲3//3
TR~く 締まっており、粘性に富む。層中に、赤化した角礫の

欠片を微量、骨粉を微量含帆
Ⅲ層 10YR暗褐3/3
色調はⅡ層と同じであるが、軟質であり、粘 l■に富む。層
中に、粘質土の、 2剛大の小ブロックを中量、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の粒子を、層下部を中心として少量含帆
N罠 10YR黒褐2//2
椒賢であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orA
h)の粒子を少量、粘質上の、 3 cm大のブロックを微量、粒
子を少量含む。

V層  10YR黒褐2/3
楔質であり、粘陛に富む。層中には、黄褐色火山灰 (阿多o
rAh)が多く混入しており、 2甑大のブロックを微量、粒子
を多量含むが、それ以ク樹こ混入物は認められなヤち

SC-140

1層  10YR黒褐2//2
軟質であり、粘性僅力寸こあり。層中に、骨粉を少量、焼土
粒子を中量、炭の小片を少量、赤化した角礫を少量、赤化
の認められない角礫を微量、粘質上の、 l clll大 のブロック
を少量、粒子を少量含む。

H層  10YR日ま掲3//3
釈質であり、粘性に富む。層中に、粘質上の、 3 cm大のブ
ロックを微量、 5mmtのブロックを少量、粒子を中量、焼
土粒子を少量、骨粉を微量、炭の小片を微量、 I層 と比べ、
粘質上が多くなる一方、焼土や骨粉が減少する。

Ⅲ層 10YR暗褐3/3
軟質であり、粕性に富む。層中に、粘質上の粒子を中量、
骨粉を中量、焼土粒子を微量、炭の小片を少量含む。骨粉
が最も多くなり、粘質上のブロックが含まれない。

N尾 10YR醐 3//4
祝質であり、粘 l■に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orA
h)の、5m犬のブロックを中量、粒子を多重 骨粉を少量、
焼土粒子を少量、炭の小片を微曼含帆

V層 軟質であり、粘性に富む。層は、黄褐色火山灰 (阿多orAh)
と褐色上のブロックが混合し強い班紋が形成されているた
めに、色調は不安定である。層中に、赤化した角礫を少量、
白色粒子を少量含柱
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SC-155

1層 10YR黒褐3/2
やや硬く締まつており、粘性少しあり。層中に、骨粉を中
量、焼土粒子を中量、炭の小片を少量、黒色上の、 5 mDl■
のブロックを微量、土器の小片を少量含む。

Ⅱ層 10YR乗等局3//2
軟質であり、粘′性に富む。層中に、黒色土の、 5剛大のブ
ロックを少量、焼土粒子を少量、骨粉を微量、炭の小片を

少量、黒色上の、 2 11tlll大 のブロックを少量、土器の晶片を

少量、米贖 土の粒子を微量含帆
Ⅲ層 10YR黒褐3/2
軟質であり、粘 1生少しあり。層中に、黒色上の、 l cm大の

ブロックを少量、焼土粒子を少量、骨粉を少量含む。炭の

小片は含まなしち
SC-156

1層  10YR黒褐2/2
碩く締まっており、粘性なし。層中に、白色粒子を少量、

焼土粒子を少量、炭の小片を微量、赤化した角礫の欠片を

少量、赤化の認められない小円礫を少量含む。層は上層の

植物の根が密に入りこ帆
SC-157

1層 10YR黒 17/1
軟質であり、粘性に富む。層中に、黄褐色火山灰 (阿多orA

h)の 3剛汰のガヽブロックを少量、赤化の認められない小円
礫を微量含帆

Ⅱ)書  10YR環謝局2//2、  10YR夕獣局5//6
靱質であり、粘性に富む。層は、黄掲色火山灰 (阿多orAh)

と黒色上のブロック、または粒子が混入し、強い斑紋を形

成する。他に、層中に白色粒子を微量含帆
Ⅲ層 10YR黒掲2/3、 10YR黄褐5/6
椒質であり、粘陛に富む。層は、黄褐色火山灰 (阿多orAh)

と黒色上のブロック、または粒子が混入し、強い斑紋を形

成する。層中に、焼土粒子を微量、パミスを多量含む。Ⅱ

層との違いは黄褐色火山灰であり、この層のブロックは他
の層が細かく混入しており、二次堆潤冒のようである。

SC-158

1)書 10YR翻 2//3
大変硬く締まつており (硬さ:9)、 粘性なし。層中に、白

色粒子を中量、粘質上の粒子を中量、焼土粒子を微量、土

器の小片を少量、炭の小片を少量含む。
SC 159 SA 71の 土層断面に参照
SC-160

1層  10YR黒褐2/3
やや硬く締まつており (硬さ:6)、 粘陛あり。層中に、白

色粒子を中量、焼土粒子を少量、炭の小片を微量、米韻 土
の粒子を中量、土器の小片を少量、赤化した角礫の小片を

少量含む。
Ⅱ層 10YR黒褐2//3
やや報質であり、(硬さ:5)、 粘性に富む。層中に、炭の小

片を、層下部を中心に少量、パミスの、 3剛大の粒子を少
量、白色粒子を少量、粘質上の粒子を中量含帆

Ⅲ層 10YR黒褐2/2
層は数質であり (硬さ:4)、 粘 l■に富む。層中に、白色粒

子を少量、炭の小片を微量、粘質土の、 5 mmtの ブロック

を微量、粒子を多量含む。
N竃 10YR鶏 2//2
秋質であり (硬さ:4)、 粘Lに富む。層中に、炭の小片を、

層上部を中心に少量、粘質土の粒子を多量含む。層は、粘

質土により全体的に斑紋を呈する。
SC-161

1層 10YR黒褐3//2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘↑生少しあり。層中に、白

色粒子を中量、焼土粒子を少量、炭の小片を微量、粘質土

の粒子を中量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、5剛大のブ
ロックを微量含む。黄褐色火山灰 (阿多orAh)は、混入す
る粒子からアカホヤ火山灰である可能性が高い。

SC-161

Ⅱ層 10YR黒褐2//2
層はやや硬く締まつており (硬さ:6)、 粘性に富む。層中

に、粘質上の、 5 nHl大のブロックを少量、粒子を中量、黒

色上の、 3 cm大のブロックを微量、炭の小片を少量、パミ

スを少量含む。
Ⅲ層 10YR黒褐3/2
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘陛に富む。層中に、
粘質上の、 5山犬のブロックを少量、粒子を多量、炭の小
片を層上部を中心に少量含む。なお、炭は 3 null大 の大粒の

ものが主誉である。
SC-162
1層 10YR黒褐2//3
硬く締まっており (硬さ:8)、 粕陛なし。層中に、骨粉を

中量、焼土粒子を少量、粘質上の、 3 11ull大 の小ブロックを

中量、粒子を多量、炭の小片を少量含む。粘質上の濃淡に

より、層全体は斑紋が認められる。
■)蕃  10YR醜 3//3
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘性あり。層中に、骨
粉を少量、黒色上の、 l cm大 のブロックを少量、粘質上の、
1 5clll大 のブロックを中量、3脚犬の小ブロックを中量含む。
ブロックを主体とする層は軟質になる傾向にあるため、こ
の硬さは幣敦的である。

Ⅲ層 10YRにぶい黄褐4/3(平均)
層はやや軟質であり (硬さ:5)、 粘陛あり。層はブロック

を主体としており、粘質上の、 l clll大 のブロックを中量、
5 11ul大の小ブロックを中量、粒子を多量、黄褐色火山灰

(阿多orAh)の、5枷犬の小ブロックを少量、黒色上の、2
伽大のブロックを微量含む。

SC-163

1)習  10YR離 2//3
層はやや硬く締まつており (硬さ:7)、 粘「生少しあり。層

中に、白色粒子を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)を少量、
焼土粒子を微量、炭の小片を微量含帆

Ⅱ層 10YR黒掲2//3
層はやや硬く締まっており (硬さ:6)、 粕L僅力ヽ こあり。
層中に、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、 l clll大のブロック
を少量、 5 1ull大 の小ブロックを少量、焼土粒子を少量、白
色粒子を少量含軌

SC-164
1)書  10YRH納 3//3
層は硬く締まっており (硬さi8)、 粘性僅力ヽ こあり。層中
に、白色粒子を中量、焼土粒子を微量、炭の小片を微量、

黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量含帆
Ⅱ)蕃  10YR黒掲3//2
層は硬く締まつており (硬さ:8)、 粘性僅力Wこあり。層中
に、白色粒子を中量、焼土粒子を少量、黄褐色火山灰 (阿

多orAh)の粒子を少量含帆
Ⅲ層 10YR暗褐3/3
やや硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性あり。層中に、骨
粉を多量、焼土粒子の、 31111n大 の小ブロックを中量、粘質
上の粒子を少量含む。

SC-165

1)習  10YR鶏 3//2
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘陛なし。層中に、炭

化した堅果類の欠片を少量、白色粒子を中量、焼土粒子を

少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、 3画大の小ブロンク
を少量含む。

SC-166

1)吾  10YR昇摯島2//3
硬く締まつており (硬さ:7)、 粕「生少しあり。層中に、粘

質上の、 5 11ull大 の小ブロックを少量、粒子を中量、パミス

を少量、白色粒子を中量、大隅降下軽石の、 3 1alll大 の小ブ
ロックを微量、炭の小片を少量含む。

Ⅱ)詈  10YR黒掲2//2
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘性に富む。層中に、白色粒

子を少量含むほか、粘質上の、 3 nllll大 の小ブロックを、部

分的な濃淡を持ちながら中量含軌
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SC-167

1層 7 5YR黒 2/1
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘性にとむ。層中に、御池火

山灰と思われる白色粒子を特に多量、炭の小片を少量含む
ほか、アカホヤと思われる黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒
子を、層全体に濃淡を持ちながら中量含む。

Ⅱ層 10YR黒 2/1
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性少しあり。層中に、

御池火山灰と思われる白色粒子を多量、アカホヤ火山灰と

思われる黄褐色火山灰 (阿多orAh)を多量、炭の小片を、
3剛大と大粒のものを主体として少量含税

SC-168

1層 10YR黒褐2/2
やや硬く締まつており (硬さ:7)、 粘陛あり。層中に、白
色粒子を中量、焼土粒子を微量、粘質上の粒子を中量、炭
の小片を微量含むほか、断面上に炭化した堅果類の趣旨の

欠片が1点 (微量)、 土器片が1点認められる。この層は土坑
にはかかつておらず、一般的な縄炭後期遺物包含層である。

Ⅱ

'習

 10YR離 3//2
やや硬く締まつており (硬さ:6)、 粘性に富む。層中に、
白色粒子を少量、粘質上の、 l cll大のブロックを中量、粒
子を少量含む。米贖 上の混入により、層は斑紋を助或する。

Ⅲ層 10YR黒褐2/3
やや硬く締まつており (硬さ:6)、 粘性に宮む。層中に、

炭の小片を、 3 11ull大 の大粒のものを主体として少量、白色

粒子を少量く焼土粒子を中量含軌
添竃  10YR畔釘島3//3
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘Lに富む。層中に、パミス

を少量、米韻 上の粒子を多量含む。
SC-169
1帰雪  10YR日浄握33///3
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘陛僅力Wこあり。層中
に、粘質上の粒子を中量、阿多火砕流の漸位層の、 l cm大
のブロックを微量、粒子を少量、白色粒子を中量、炭の小

片を微量、焼土粒子を少量含帆
Ⅱ)薔  10YR賠陽3//3
硬く締まっており (硬さ:7)、

火砕流の漸位層の粒子を中量、
粒子を少量含む。

SC-170

1層 10YR褐 4/4

粘 l■に富む。層中に、阿多
粘質土の粒子を少量、白色

硬く締まつており (硬さ:8)、 粘

'生

僅かにあり。層中に、
粘質上の粒子を少量、炭の小片を少量、阿多火砕流漸位層
の、5mmtの小ブロックを微量、白色粒子を少量、焼土粒
子を少量、赤化した角礫の小片を微量含帆

Ⅱ)詈  10YR鶏 2//3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性少しあり。層中に、粘
質上の、 3 4Hll大 の小ブロックを少量、粒子を多量、阿多火
砕流漸位層の、 l cm大のブロックを少量、赤化した角礫の

小片を微量含む。
SC-171

1層  10YR黒褐3/1
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘性僅力ヽ こあり。層中
に、白色粒子を多量、阿多火砕琉漸位層の、 3 11ull大 の小ブ
ロックを少量、粘質上の粒子を中量、焼土粒子を微量、炭
の河坊 を微量含帆

Ⅱナ吾 10YR景獣局3//2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘 l■に富む。層中に、4韻
上の3画大の小ブロックを多量、阿多火砕流の、 511111大 の
小ブロックを微量、白色粒子を中量、赤化した角礫を微量

含帆

SC-171

Ⅲ層 10YRにぶい黄褐4/3
軟質であり (硬さ:4)、 粘 l■に富む。層中に、阿多火砕流

漸位層の、 2 cm大のブロックを中量、 5 HIll大 の小ブロック

を微量、阿多火砕流と思われる黄褐色火山灰 (阿多orAh)
の粒子を微量、白色粒子を少量、焼土粒子を少量、炭の小

片の、3血大の欠片者敷量含む。
N罠 10YRにぶい黄褐4//3
やや報質であり (硬さ:5)、 粘性に富む。層中に、阿多火

砕流と思われる黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 l cm大 のブ
ロックを多量、粒子を中量、赤化した角礫の小片を中量合
む。土坑底面とはやや色調が異なるため、掘り過ぎではな
いと判断した。

SC-172

1層 10YR黒褐3//2
著しく硬く締まつており (硬さ:10)、 粘陛僅力Wこあり。層
中に、白色粒子を多量、焼土粒子を少量、粘質上の粒子を

少量、阿多火砕流漸位層の、 2 cm大のブロックを微量、阿
多火砕流と思われる黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、 5 1ul大
の小ブロンクを微量、赤化した角換の欠片を少量含む。

Ⅱ)冒  10YR翻 3//2
著しく硬く締まつており (硬さ■0)、 粘性なし。層中に、
白色粒子を多量、炭の小片を微量、焼土粒子を少量、粘質
上の粒子を中量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐3/3
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘 l■に富む。粘質上の、
3nntの小ブロックを微量、粒子を多量、白色粒子を少量、
焼土粒子を少量、炭の小片を少量含む。粘質上による粒子
の中には、阿多火砕流漸位層も含まれる。また、一様に堆

積しており、斑紋|■肋戎しない。
SC-173

1層  10YR黒褐3//2
大変硬く締まつており (硬さ:9)、 米占陛なし。層中に、骨
粉を少量、焼上粒子を少量、阿多火砕流と思われる黄褐色
火山灰 (阿多orAh)の、3m大の小ブロックを微量、炭化
した堅果類を少量、炭の、 5剛人の小片を少量、粘質上の
粒子を中量含む。

Ⅱ娠雷  10YR日音帯33//3
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘 l■に富む。層中に、阿多
ゥに融 割切吾の、 l cШ大のブロックを中量、 5 11ull大 の小ブ
ロックを少量、粒子を多量、炭の小片を、小粒のものを主

体として微量、焼土粒子を微量含軌
SC-186

1層 10YR黒褐2/2
硬く結まっており (硬さ:7)、 粘 l■に富む。層中に、白色

粒子を少量、焼土粒子を中量、粘質上の粒子を少量、炭の

小片を微量含む。焼土粒子は国まっており、土器を砕いた

様にも見える。
Ⅱ層 7 5YR黒褐3//2
層はやや軟質であり (硬さ:5)、 粘性に富む。層中に、焼
土粒子の、 3 Dull大 の小ブロックを少量、粒子を多量、赤変
の認められない砂利状の小ぶりの円楔を微量、骨粉を少量

含帆 骨粉は部分的に濃淡が多い。
Ⅲ層 10YR黒掲3/2
層はやや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性に富む。層中
に含まれる混入物は白色粒子の少量のみであり、それ以外
には認められない。ただしm層中には大ぶりの扁平な炎礫
が少量認められるほか、硬さも異なるため、据り過ぎでは
ないと判断した。

SC-187
1帰雪  10YR景詩修子2///3

層は硬く締まっており (硬さ:7)、 粘 l■あり。層中に、白
色粒子を中量、焼土粒子を少量、炭の小片を微量、粘質土

(早期遺物包含層)の、2 cn大のブロックを少量、角礫を微
量 悧 叶 (縄文早期・小牧3A段階)を微量含帆

第18表 土坑覆土注記 (18)
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sC-187

Ⅱ)喜  10YR翻 2//3
層は硬く締まつており (硬さ:8)、 粘 l■に富む。層中に、

焼土粒子を中量、白色粒子を少量、炭の小片を微量、粘質
上の粒子を中量含む。

Ⅲ層 10YR暗褐3/3
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘Lに富む。層中に、阿多
火砕流と思われる黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 5硼大の
小ブロックを少量 粒子を中量、黒色上の、 l cm大のブロッ
クを中量、白色粒子を少量含む。

SC-188

1層 10YR黒褐2/3
硬く締まつており (硬さ:8)、 粘性僅力Чこあり。層中に、
炭の小片の3m大の欠片を中量、 3 Hull以 下の小片を微量、
白色粒子を中量、焼土粒子を少量、粘質上の粒子を中量、
阿多火砕流瀾位層の、 3mmtの小ブロックを微量含む。

Ⅱ層 10YR暗褐3/3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘「生少しあり。層中に、粘
質上の、 3 4ull大 の小ブロックを多量、炭の小片を微量、パ

ミスを少量、米韻 土の粒子を微量含む。
Ⅲ層 10YRにぶい黄褐4/3(平均)
硬く締まつており (硬さ:8)、 粘 1生少しあり。層は、粘質
度と阿多火砕流と思われる黄褐色火山灰 (阿多orAh)が濃
淡を持ちながら多く含み、強い斑紋を助戎する。このほか、
層は骨粉を少量、やはり層中に濃淡を持ちながら混入する。

N聰 10VRH調 3//4
やや敦質であり (硬さ:5)、 粘陛に富む。層中に、粘質土
の粒子を多量、阿多火砕流と思われる黄褐色火山灰 (阿多o
rAh)を 中量、白色粒子を微量含軌

SC-189

1)書  10YR簾学島3//2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘性あり。層中に、粘質土
の、 5 11ull大 の小ブロックを少量、粒子を中量、焼土粒子を

少量、パミスを中量、大隅降下軽石層の、5画大の小ブロッ
クを少量、白色粒子を中量、土器の/刃キを少量含帆

Ⅱ層 10YR黒褐3//2
硬く締まつており (硬さ:7)、 粘性に富む。層中に、焼土

粒子を少量、白色粒子を少量、粘質上の、5剛大の小ブロッ
クを少量、粒子を中量含む。粘質上の混入により、層は強
い斑紋を助戎する。

Ⅲ層 10YR暗褐3/4(平均)
層はやや軟質であり (硬さ:5)、 粘性に富む。層中に、白

色粒子を微量、焼土粒子を微量含む。層は粘質上の粒子が

多量含まれており、混入の濃淡が激しいため、強い斑紋を

助戎する。
SC-194

1層 10釈黒褐3//2
層は硬く締まつており (硬さ:8)、 粘陛僅力Wこあり。層中

に、白色粒子を多量、焼土粒子を少量、炭の小片を微量、

土器の小片を少量、赤化した角礫の小片を少量、粘質上の

粒子を少量含帆
Ⅱ)書  10YR岸勢局3//3
硬く締まつており (硬さ:8)、 粘 ,生僅かにあり。層中に、

白色粒子を少量、粘質上の粒子を中量、炭の小片を微量、

焼土粒子を少量含む。 I層 と最も異なる点は、白色粒子の
混入量である。

SC-195

1)習  10YR畔釘島3//3
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘性なし。層中に、白色粒

子を多量、焼土粒子を少量、粘質土の、 311411大 の小ブロッ

クを少量含む。このほか、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、
3剛大の小ブロックを微量含むが、これは他の覆土から阿

多火砕流と考えられる。
Ⅱ

'書

 10YR黒掲3//2
硬く締まつており (硬さ:7)、 粘陛あり。層中に、白色粒

子を少量、赤化した礫の小片を少量、粘質上の3画大の小
ブロックを中量、炭の小片を微量含帆

第19表 土坑覆土注記 (19)
SC-196

1'喜  10YR慕辛島3//2
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘陛なし。層中に、白
色粒子を多量、米韻 上の粒子を中量、炭の4味を微量含帆

Ⅱ)習  10YR陥 3//2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘性あり。層中に、粘質土
の粒子を中量、白色粒子を少量、炭の小片を微量含む。 I
層に比べ、白色粒子の量が大きく異なる。

SC-197
1)冒 10YR離 3//2
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘性僅力ヽ こあり。層中
に、白色粒子を中量、粘質上の、 3 11ull大 の小ブロックを微
量、粒子を中量、焼土粒子を少量、赤化した角探の小片を

微量含帆
Ⅱ

'喜

 10YR翻 3//2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘性少しあり。層中に、白

色粒子を少量、粘質土の、 3111111大 の小ブロックを少量、粒
子を中量、炭の小片を微量含む。白色粒子の混入が、分眉
の理由である。

SC-199

1層 10YR黒褐3//2
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘性少しあり。層中に、

白色粒子を多量、焼土粒子を少量、粘質上の粒子を少量、

炭の小片を微量、パミスを微量含視
Ⅱ)吾  10YR醐 3//3
硬く締まつており (硬さ:8)、 粘畦に富む。層中に、白色

粒子を少量、炭の小片を微量、赤化した角礫の小片を微量、

焼土粒子を微量、粘質上の粒子を中量含む。 I層 との最大
の違いは、白色粒子の混入量である。

SC-203

1層  10YRにぶい黄褐4/3
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘陛僅力ヽこあり。層中に、
パミスを中量、白色粒子を中量、焼土粒子を少量、炭の小

片を微量、粘質土の粒子を少量含む。
Ⅱ層 10VR黒褐3//2
層はやや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘 l■あり。層中に、
大隅降下軽石の、 l cm大のブロックを少量、黄褐色火山灰
(阿多ガAh)の、l cm大のブロックを微量 3硼犬の小ブロッ
クを中量、粒子を中量含む。他のブロックから、文褐色火

山灰は、アカホヤ火山灰と考えられる。
Ⅲ層 10YR黒褐3/2
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘 l■に富む。層中に、
粘質上の粒子を中量、黒色上の粒子を中量、パミスを少量

含帆 SC 205
1層 10YRにぶい黄褐4//3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘「生僅力ヽこあり。層中に、
パミスを中量、焼土粒子を少量、骨粉を中量、炭の小片を

微量、米贖 上の粒子を中量含む。
■)習  10YR離 2//3
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性あり。層中に、骨
粉を中量、焼土粒子を中量、パミスを少量、粘質上の粒子
を中量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐2/3
層は軟質であり (硬さ:4)、 粘性少しあり。層中に、骨粉
を多量、炭の小片を微量、焼土粒子を少量、粘質上の粒子
を多量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐3/2
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘性僅力Wこあり。層中に、黄
褐色火山灰 (阿多orAh)の、 2 cm大のブロックを微量、粒
子を中量、白色粒子を少量、焼土粒子を少量、黒色上の、
5mmtの小ブロックを微量含む。

SC-213

1層 10YR褐 4/4
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘陶菫力ヽ こあり。層中に、
白色粒子を中量、粘質土の、 3 HIHIの 小ブロックを中量、

焼土粒子を中量、炭の小片を微量含む。
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SC-213

Ⅱ層 10YRにぶい黄褐4//3
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘 l■に富む。層中に、黒色土
の、 5mmkの小ブロックを微量、粘質上の、 5m犬の小ブ
ロックを少量、粒子を中量、白色粒子を少量含帆

SC-216
1層  10YRにぶい黄褐4//3
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘陛僅力斗こあり。層中
に、白色粒子を中量、炭の小片を少量、粘質上の、 3mmt
の小ブロックを中量、焼土粒子を微量含帆

Ⅱ層 10YR黒褐3//2
やや硬く締まつており (硬さ:6)、 粘性少しあり。層中に、
白色粒子を少量、パミスを微量、炭の小片を微量、粘質土
の、 1伽大のブロックを中量、黒色土の、 l clll大 のブロッ
クを微量、粘質上の混入の濃淡のため、層は全林的に斑紋
を形成する。

SC-217

1層 10YRにぶい黄褐4//3
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘陛僅力Wこあり。層中
に、白色粒子を多量、炭の小片を微量、焼土粒子を微量、
ホ韻 上の粒子を中量含む。

SC-218
1層  10YR黒褐3/2
大変硬く締まつており (硬さ:9)、 粘畦僅力ヽ こあり。層中
に、白色粒子を多量、炭の小片を、 5m大と大粒を主体と
して微量、焼土粒子を微量、粘質上の粒子を中量含む。粘
質上の粒子の濃淡により、層全体は斑紋を形戎する。

I層 10YR黒褐2//3(平均)
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性は僅力Wこあり。層中に、
白色粒子を中量、粘質上の、 3 cm大のブロックを微量、 1
clll大のブロックを少量、 3m犬の小ブロックを中量、大隅
降下軽石の、 3 clll大 のブロックを微量、5m犬の小ブロッ
クを少量含む。層の殆どがブロックにより構成されている
点が特数である。

Ⅲ層 10YR黒褐2/2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘「生僅かにあり。層中に、
縄文早期ローム層の、 2 clll大 のブロックを微量、大隈降下
軽石の、 2 clll大 のブロックを多量、粘質上の、 l clll大 のブ
ロックを少量、3 mmaの小ブロックを中量含帆

醸尾 10YRにぶい黄褐4//3
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘 l■に富む。層を構成する主
体は粘質上であり、それ以外に、層中に、黒色上の、 2 cm
大のブロックを微量、 5m犬の小ブロックを少量、白色粒
子を少量含む。

V層 10YR黒褐3/2
軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、粘質上の、
l clll大のブロックを多量、白色粒子を微量含む。粘質上の
混入の厳 により、層は現郭わミ強く脇或される。

Ⅵ層 10YRにぶい黄褐4//3
軟質であり (硬さ:4)、 粘 l■に富む。層は黒色上が少量含
まれるほかは混入物は認められない。しかし、黒色上の存
在から、堀過ぎではないようである。

SC-223

覆土一般 10YR黒褐2/3
硬く締まつており (硬さ,7)、 粘「生少しあり。層中に、炭
の小片を微量、白色粒子を少量含む。遺構下面は、阿多火
砕流上面の

'礫
層に達する。

SC-224

覆土一般 10YRにぶい黄褐4/3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性少しあり。層中に、炭
の小片を微量、白色粒子を中量、赤化した角課の小片を少
量含む。遺構床面は、阿多火砕流上面の礫層中に達する。

第20表 土坑覆土注記 (20)
SC-226

覆土一般 10YR暗褐3//3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘陛あり。層中に、白色粒
子を少量、米韻 上の粒子を少量含帆

SC-227

遺構上部  10YR黒掲3///2

硬く締まっており (硬さ:8)、 粘「生僅力ヽ こあり。層中に、
白色粒子を多量、炭の小片を微量、壮質上の粒子を中量、
焼土粒子を微量含む。

離 ]や吉躊  10YR写詩捷33///2
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性僅力ヽ こあり、層中に、
白色粒子を中量、炭の小片を、 3剛大の大粒のものを主体
として少量、紹賢上を中量含む。

SC-228

1層 10YR黒褐3/2
釈質であり、粘陛に富む。層中に、白色粒子を少量、阿多
火砕流瀾移層の粒子を層下位を中心として少量含む。

SC-229

1層  10YR黒褐3//2
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性に富む。層中に、
炭の小片を微量、赤化した角礫の小片を少量、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の粒子を少量、粘質上の粒子を少量含む。
なお、黄褐色火山灰 (阿多orAh)|ま 、他の覆土との関係か
ら阿多火砕流と考えられる。

H層  10YRにぶヤヽ黄褐4//3
軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の粒子を中量、白色粒子を少量含む。層の
主体は粘質上であることから、黄褐色火山灰は、阿多火砕
流と考えられる。

SC-230

1層 10YR明黄褐6/8
層は大変軟質であり、粘性に富む。層中に、焼土を、 3～
5 11ullと小ブロック状のものを主体として多量、炭の小片を、
3～ 5 11ullと大粒のものを主体として中量含む。層は、それ
のみによって構成されており、故に粒子も粗し、

Ⅱ層 10YRにぶい黄褐4//8(平り
大変軟質であり (4‐Eさ :3)、 粘性に富む。層中に、炭の小
片を、 3mmtと大粒のものを主体として少量、焼土粒子を、
3～ 5 11ulと小ブロック状のものを主体として中量合む。層
の主体は粘質土であり、混入の濃淡によつて斑紋が形成さ
油ンる。

SC-231

1層  10YR暗褐3/3
硬く締まっており (硬さ:7)、 務性に富む。層中に、粘質
上の粒子を少量、炭の小片を微量、黒色上の、 2 clll大 のブ
ロックを少量、白色粒子を少量含帆

Ⅱ層 10YRにぶい黄褐4//3
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性に富む。層中に、
米韻 上の、 15卿大のブロックを中量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐3/2
硬さ、粘 l■不明。層は、粘質土中に黒色上が多く混入する
状態であり、層中に、黒色上の、 l cn大 のブロックを微量、
5mmtの小ブロックを少量、粘質上の、 l cm大のブロック
を少量、粒子を少量含帆

SC-251

1層  10YR黒褐3//2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘 ,生少しあり。層中に、白
色粒子を少量、炭の小片を少量、焼土粒子を微量、土器の
小片を微量含む。

Ⅱ帰雪 10YRにぶヤヽ賽講局5//4
やや軟質であり (碩さ:5)、 粘陛に富む。色調、硬さ、混
入物などが土坑底面の翌質に似ているため、掘り過ぎの可
含Bl■もあるが、黒色上の混入により、色調が僅力WこΠ音く、
斑紋が強くなる。さらに、炭の小片を少量含んでいたため
に、土坑覆土と判断した。
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SC-251
Ⅲ層 10YR黒 2/1
硬く締まつており (硬さ:7)、 粘 l■に富む。層中に、骨粉
を、 3 11ull大 の小ブロック状を主体として中量、焼土粒子を
を少量、炭化した堅果類の欠片を中量含む。

IVe 10YR乗静島3//2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘性なし。層中に、骨粉を

中量、焼土粒子を少量、粘質上の粒子を少量、阿多火砕流
漸移層の粒子を少量、炭化した堅果類の久片を中量含む。

V層 25Y黄褐5/4
硬く締まっており (硬さ:7)、 粕性に富む。層中に、骨粉
を少量、焼土粒子を微量、粘質上の、 3囲汰の小ブロック
を中量、粒子を多量、炭化した堅果類の久片を微量含む。

硼ヽ詈 10YR灰夢罰局4//2
軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、黒色上の、
l cm大のブロックを少量、阿多火砕流の漸移層の粒子を微
量、白色粒子を少量、粘質上の粒子を中量、焼土粒子を少
量、炭の小片を少量含む。

Ⅶ層 10YRにぶい黄褐4//3
軟質であり (硬さ:4)、 粘隆に富む。層中に、粘質上の、
5mmXの小ブロックを中量、粒子を多量、黒色上の、 l clll
大のブロックを微量、 5mntの小ブロックを少量、焼土粒
子を少量(白色粒子を少量含む。粘質上の混入の濃淡によつ
て、層全体が強い斑紋を形戎する。

SC-253

1層 黒褐色耀
赤化した角傑の小片を少量、骨粉を中量、焼土粒子を少量、
炭の小片を少量く粘質土の粒子を少量含む。

Ⅱ層 黒褐色土層
骨粉を中量、焼土粒子を微量含む。

Ⅲ層 黒褐色土層
骨粉を中量く焼土粒子を少量含む。

IVe 黒褐色土層
骨粉を中量、焼土粒子を少量、炭の小片を少量、粘質上の

粒子を少量含む。
V層 黒褐色土層
骨粉を中量く焼土粒子を中量含む。

硼ヽ吾 療印敦室」書
骨粉を少量く焼土粒子を少量 料質上の粒子を中量含帆

Ⅶ層 茶褐色』書
層の主体は粘質上であり、大小のブロック、及び粒子が特
に多量含まれる。粘賢上の中に、黒色上のブロックが中量
混入する恰好である。

VVE 黒褐色土層
骨粉を中量(炭の小片を少量含軌

SC-254
1月雪 7 5YR写詩捷諭3///2

祝賢であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の、3mmtの小ブロックを少量、粒子を中
量、白色粒子を多量、粘質上の、 3mmkの小ブロックを少
筆 帆

Ⅱ

'書

 10YR朧 3//3
軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、粘質上の、
l clll大のブロックを中量、粒子を多量、黄褐色火山灰 (阿
多orAh)の、 3画犬の小ブロックを少量、粒子を中量、大
隅降下軽石の、2 cm大のブロックを微量 5mmtの小ブロッ
クを少量、白色粒子を少量含む。

Ⅲ層 7 5YR黒褐2/2
大変軟質であり (硬さ:3)、 粘性に富む。層中に、黄褐色

火山灰 (阿多orAh)の、3伽大のブロックを微量、 5硼犬
の小ブロックを少量、粒子を多量、白色粒子を中量、粘質
上の粒子を中量含む。

SC-254
N亀 10YRにぶい黄褐4//3
大変軟質であり (硬さ:3)、 粘陛に富む。層中に、白色粒
子を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、粘質
上の粒子を特に多量含む。層は遺構底面の上に似ているが、
混入物が認められることから、遺構が掘られた後、地上に

掘り上がらなかつた土と考えられる。
V層 10YR黒褐2/3
軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAl)の粒子を中量、白色粒子を多量、白い砂利
状の骨粉を少量含帆

SC-255

1)吾  10YR蕪摯島3//2
軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、白色粒子を
多量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を多量、炭の小片を
少量含軌

SC-256
1)署  10YR斥諄島3//2
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘 l■なし。層中に、黄
褐色火山灰 (阿多orAh)の 、 2 clll大 のブロックを少量、 3
剛大の小ブロックを少量、大隅降下軽石の、2伽大のブロッ
クを微量、白色粒子を多量、炭の小片を少量含む。層の主
体は大隅降下軽石であり、層中に多量含まれる。黄褐色火
山灰 (阿多orAh)`ま、他の覆土中混入物からアカホヤと考
えられる。

Ⅱナ蕃 10YR畔郭島3//3
層はやや軟質であり (硬さ:5)、 粘性に富む。層中に、驀

質上の、2m大のブロックを少量、 3画犬の小ブロックを
少量、白色粒子を中量、炭の小片を少量、パミスを少量含
む。 I層とⅡ層の中間的な層である。

Ⅲ層 10YR褐4/4
層は軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、白色粒
子を少量含む。層の主体は粘質土層であり、細かな粒子が

特に多量含まれる。ブロックは肋成しなしち
N尾 10YR景諄局2ノ/3
軟質であり (硬さ:4)、 粘 l■に富む。層中に、黒色上の、
l clll大のブロックを少量含む。層の主体は粘質土層であり、
細かな粒子が特に多量含まれる。ブロックは形成しない。

SC-257

1'膏  10YR斥華島4//3
椒質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、白色粒子を
多量、パミスを多量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 3 mull
大の粒子を中量く焼土粒子を少量含む。

Ⅱ

'吾

 10YR朧 3//4
製質であり (硬さ:4)、 粘VLに富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の、5m大の小ブロックを中量、 3mmtの
小ブロックを少量、粒子を中量、白色粒子を中量、粘質土
の、3mmxの小ブロックを中量含む。

SC-258
1層 10YR黒 2/1
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘陛に富む。層中に、
黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 lm大のブロックを微量、
5剛犬の小ブロックを微量、阿多火砕流漸移層の5m犬の
小ブロックを微量、粘質上の粧子を少量、白色粒子を少量、
焼土粒子を少量含む。層は斑紋が強く認められる。層中の

大褐色火山灰 (阿多orAh)は、他の覆土から阿多火砕流と
考えられる。

■)署  10YR景等島3//1
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性に富む。層中に、
黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、 2 clll大 のブロックを微量、
3剛大の小ブロックを少量、白色粒子を少量、炭の小片を
微量含む。層の主体は胤質上の細かな粒子であり、濃淡に
より強い斑紋が形成される。層中の火山灰 (阿多orAh)は、
他の覆土から阿多火砕流と考えられる。
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SC-258
Ⅲ層 7 5YR褐 4/3
やや釈質であり (硬さ:5)、 粘 l■に富む。層中に、黄褐色
火山灰 (阿多orAh)の 、3mmkの小ブロックを中量、炭の
刀J叶を微量、阿多火翻 閉 書の粒子を多量含む。

SC-259

1層 10YR暗褐3/3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粕陛少しあり。層中に、黄
褐色火山灰 (阿多orAh)の、 3 Hur大の小ブロックを少量、
粒子を少量、炭の小片を少量、白色粒子を中量、焼土粒子
を少量含む。

Ⅱ)習  10YR鶏 3//2
軟質であり(硬さ:4)、 粘陛あり。層中に、白色粒子を中量、
炭の小片を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、
焼土粒子を微量含帆

Ⅲ層 10YR黒褐2/3
大変釈賢であり(硬さ:3)、 粘性に富む。層中に、白色粒子
を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 3m大の小ブロッ
クを少量含む。

N罠 10YRH詔 3//4
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘陛に富む。層は、粘質上を
主体としており、細かな粒子の濃淡により、強い斑紋が形
成される。層中の混入物は特に認められない。掘り過ぎの

萌
=Lあ
り。

SC-260

1)書  7 5YR醍釘局3//3
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘性なし。層中に、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の 、 5nntの小ブロックを少量、骨粉を
少量、円礫の、 l cm大の砂利を少量、赤化した角礫の欠片
を微量含む。他に、焼土粒子を多量含むが、混入には濃淡
があり、 5 11ull大 の小ブロック状のものも少量、所々に形成
する。

Ⅱ)書  7 5YR灰掲4//2
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘 l■あり。層中に、焼土の、
3画大の小ブWッ クを微量、粒子を少量、白色粒子を少量
含帆

Ⅲ層 10YR暗褐3/3
鞍質であり (硬さ:4)、 粘 l■に富む。層中に、黒色上の、
3 cm大のブロックを微量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、
l clll大のブロックを微量、 3 dull大 の小ブロックを少量、白
色粒子を少量、焼土粒子を少量含む。

Ⅳ層 10YR黒褐2//3
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粕陛に富む。層は、粘
質上の細かな粒子によって構成されており、白色粒子が少
量含まれる以外、混入物は認められない。掘り過ぎである
可含巨性も考えられるが、遺構壁面よりも軟質であることか
ら、/TC土と判断した。

V層 10YR黒褐2/2
大変数質であり (硬さ:3)、 粘Lに富む。層は、 3 11ull大 の
粘質上の小ブロックにより構成されており、他に黒色上の、
3mmtの小ブロックを中量含む。

SC-261

1層 25Yオ リーブ褐4/3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性あり。層は、大限降下
軽石と黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子の混合から成る。
層中に、炭の小片を少量、焼土粒子を微量、白色粒子を少
量含む。他の覆土から、黄褐色火山灰 (阿多orAh)はアカ
ホヤと考えられる。

Ⅱ層 2 5YR暗灰黄 4//2
やや叙質であり (硬さ15)、 粘陛少しあり。層は、大隈降
下軽石の粒子から成る。層中に、パミスを少量、炭の小片
を少量、白色粒子を少量含帆

Ⅲ層 10YR黒褐3/1
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘 l■に宮む。層は、大
隅降下軽石の粒子を主体としている。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の、 l cm大のブロックを微量、粒子を中量、
白色粒子を少量、焼土粒子を微量、炭の小片を少量含む。
他の層との兼ね合いから、黄褐色火山灰 (阿多orAh)は、
アカホヤと考えられる。

SC-261

誤亀 25Y飯 4//1
大変硬く締まっており (硬さ:9)、 粘性に富む。層は粘質
土によって構成されており、層中に白色粒子を少量、焼土

粒子を微量、炭の小片を微量含む。硬さから遺構の掘り過

ぎで、混入物は覆土中から移動した可含旨性が高し、
V層 10YR暗褐2/3
軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の 、5mmtの小ブロックを微量、粒子を中
量、白色粒子を少量、炭の小片を微量、焼土粒子を少量含
む。層は大隈降下軽石が多く混入しており、そのため黄褐
色火山灰 (阿多orAh)はアカホヤである可能性が高しち

Ⅵ層 25Y暗灰黄4//2
大変軟質であり (硬さ:3)、 粘陛に富む。層中に、粘質土
の粒子を多量、黒色上の粒子を中量、白色粒子を少量含む。
キ韻 上の粒子の混入は濃淡があり、強い斑紋を助戎する。

SC-262

1)冒  10YR斥諄島2//2
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性あり。層中に、白
色粒子を多量、炭の小片を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)
の、 5mmaの小ブロックを微量、パミスを少量、粘質上の
粒子を少量、焼土粒子を微量含む。層の主体は、大隅降下
軽石の粒子である。

SC-263

1)詈 10YR離 3//2
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘性あり。層中に、黄褐色火
山灰 (阿多orAh)の、 l cm大 のブロックを少量、粒子を多
量、白色粒子を中量、炭の小片を少量、焼土粒子を微量含
む。層の主体は、細かな粒子状の大隅降下軽石である。

Ⅱ層 10YR黒 2/1
報質であり (硬さ:4)、 粘陛に富む。層中に、白色粒子を
少量、パミスを中量、炭の小片を少量、糀質土の粒子を少
筆 帆

Ⅲ層 10YR黒褐3/2
報質であり (硬さ:4)、 結′性に富む。層中に、黄褐色火山
灰 (阿多orAh)の 、 l cm大 のブロックを少量、 3 alutの小
ブロックを中量、白色粒子を少量含む。層は、細かな粘質
土によって構成されている。

N鷺 10YR景摯島2//3
軟質であり (硬さ:4)、 粘性に富む。層中に、炭の小片を
微量、白色粒子を微量、大隅降下軽石の粒子を中量含む。
層は、細かな粘質上によって構成されている。

SC-272, 274, 275

1層  10YR黒 2/1
やや硬く締まつており (硬さ:6)、 粘陛に富む。層中に、
焼土粒子を少量、白色粒子を少量、粘質上の粒子を少量、
炭の小片を、 3～ 5 1ullと大粒のものを主体として少量、土
器の品片を多量、赤化した角礫の欠片を、症状部を中心と
して少量含帆

Ⅱ)詈  10YRЛ吉掲3//3
軟質であり (硬さ:4)、 粘 l■に富む。層中に、粘質上の粒
子を少量、炭の小片を少量、白色粒子を少量、焼上粒子を
微量合h

Ⅲ層 10YR黒褐3/2
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘陛に宮む。層中に、炭の小
片を、 5剛大と大粒のものを少量、小粒のものを少量、白
色粒子を少量、焼上粒子を少量、土器の小片を少量、赤化
した角傑の欠片を微量含帆

凸り書 10YR黒2/1
軟質であり (硬さ:4)、 粘 l■に富む。層中に、炭の小片を
3画大と大粒のものを少量、粒子を少量、白色粒子を少量、
粘質上の粒子を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を
少量、赤化した角礫の久片を少量含む。

第22表 土坑覆土注記 (22)
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SC-272, 274, 275

V層 10YR黒 2/1
やや軟質であり (碩さ:5)、 粘陛に富む。炭の小片を、 5
画大のものを少量、粒子状を少量、黄褐色火山灰 (阿多orA
h)の、5mmtの小ブロックを中量、阿多火砕流潮杉層の、
5 4DIl大 の小ブロックを少量含む。他の覆土から、黄褐色火

山灰 (阿多orAh)は阿多火砕流と考えられる。
Ⅵ層 10YR黒 2/1
やや硬く締まつており (硬さ:6)、 粘性に富む。層中に、
炭の小片の、 5m犬のものを微量、粒子を微量、阿多火砕
流漸移層の、 2 cn大のブロックを少量、 5 11ull大 の小ブロッ
クを微量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 5回次のブロッ
クを微量含視

SC-276
1層  10YR暗褐3/3
やや硬く締まっており (硬さ:5)、 粕性少しあり。層中に、

黄褐色汰山灰 (阿多orAh)の、 3剛大の小ブロックを少量、
白色粒子を中量、焼土粒子を微量、赤化のない細かな礫を

微量含帆
Ⅱ層 10YR黒褐3//2
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の、5囲犬の小ブロックを少量、311ull

大の小ブロックを少量、粒子を中量、黒色上の、 51111大の

小ブロックを少量、白色粒子を中量、焼土粒子を微量含む。
他の覆土から、黄褐色火山灰 (阿多orAh)イま、アカホヤと

考えられる。
Ⅲ層 10YR黒褐3/2
硬く締まっており (硬さ:8)、 粘性に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の 、 3 cm大のブロックを微量、 5 11ull
大の小ブロックを少量、粒子を多量、黒色上の、1 5cm大の

ブロックを中量含む。他の覆土から、黄褐色火山灰 (阿多o

rAh)は、アカホヤと考えられる。
SC-277

1)吾  10YR畔守局3//3
硬く締まつており (硬さ:8)、 粘陛に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、黒色上の、 3nntの
小ブロックを少量、炭の小片を微量、白色粒子を少量含視

Ⅱ層 10YR黒褐 3ノ/2
硬く締まっており (硬さ:3)、 粘性に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の 、5nntの小ブロックを少量、パ

ミスを中量、粘質上の粒子を多量、炭の小片を、 3剛大と
大粒を主体として少量、焼土粒子を少量、大隅降下軽石の、
5 11ull大 の小ブロックを少量、阿多火砕流漸移層の、 1卿大
のブロックを微量、白色粒子を中量含む。

Ⅲ層 25Y黒 2/1
椒質であり (硬さ:4)、 粘 l■に富む。層中に、大隅降下軽

石の粒子を多量、粘質上の、 5剛大の小ブロックを微量、
粒子を中量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、 5 11ull大 の小ブ
ロックを微量含む。

N罹 10YR日音安詳局6//6
大変靱質であり (硬さ,3)、 粘性に富む。層中に、黄褐色

火山灰 (阿多orAh)の粒子を多量、阿多火砕脚 賜 詈の粒
子を中量、黒色上の小ブロックを微量含む。

SC-280

1帰雪  10YR日静纏討3///3

硬く締まつており (硬さ:7)、 粘性に富む。層中に、炭の

小片を少量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、焼
土粒子を少量含むも層上吉Ⅲこは、骨粉が帯状に混入する。

■)習  10YR畔第島3//3
硬く締まつており (硬さ:7)、 粘陛に富む。層中に、黄褐

色火山灰 (阿多orAh)の 2 cm大のブロックを中量、粒子を
中量、炭の小片を少量、白色粒子を少量含む。

Ⅲ層 10YR黒褐2/2
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、白色粒子を少量、焼
土粒子を微量含帆

SC-280

N鷺 10YR日請 3//3
層中に、黄掲色火山灰 (阿多orAh)の 、 2 clll大 のブロック
を多量、黒亀土の、 l cn大 のブロックを中量含む。

SC-281

1層 10YR黒褐3/2
やや叙質であり (硬さ:5)、 粘陛に富む。層中に、黄褐色
火山灰 (阿多orAh)の、 3剛犬の小ブロックを少量、粒子を
少量、白色粒子を少量、大隅降市軽石の、5alntの小ブロッ
クを中量含む。他の覆土から、黄褐色火山灰 (阿多orAh)

は、アカホヤと考えられる。
SC-282
1'雪  10YR日語 3//3
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性なし。層中に、黄
褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、炭の小片を微量、
白色粒子を少量、焼土粒子を微量含む。

Ⅱ層 10YR黒 2/1
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘性に富む。層中に、
黄褐色火山灰 (阿多orAh)の、3画犬の小ブロックを少量、
粒子を少量、白色粒子を中量含帆

Ⅲ層 10YR黒褐3/2
やや硬く締まっており (硬さ:6)、 粘陛に富む。層中に、
白色粒子を中量、黄褐色火山灰 (阿多orAh)の 、 5m大の
小ブロックを微量、粒子を少量含む。

SC-283
1層 25Y暗オリーブ褐3/3
やや叙質であり (硬さ:5)、 粘性なし。層中に、黄褐色火

山灰 (阿多orAh)の、 2 cm大のブロックを少量、 3画床の
小ブロックを中量、粒子を多量、大隅降下軽石の粒子を中
量、白色粒子を中量含む。他の覆土から、黄褐色火山灰

(阿多orAh)はアカホヤと考えられる。
Ⅱ層 10YRH調 3//3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘 l■少しあり。層中に、黄

褐色火山灰 (阿多orAh)の粒子を少量、白色粒子を少量、
焼土粒子を微量、炭の小片を微量含む。

Ⅲ層 25Y黒褐3/2
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘 1生僅力Wこあり。層中に、
粘質上の、3m大の小ブロックを微量、黄褐色火山灰 (阿
多orAh)の粒子を中量、白色粒子を中量、炭の小片を少量
含帆

Ⅳ層 10YR黒褐3/2
硬く締まつており (硬さ:7)、 粘性に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の粒子を中量、白色粒子を少量、粘
質土の、 3剛大の小ブロックを微量、黒色土の、 3 11ull大 の
小ブロックを微量含帆

V層 10YRにぶい黄褐4/3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘陛に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の粒子を微量、焼土粒子を微量、白
色粒子を少量含帆

Ⅵ層 25Y明黄褐6/6
やや硬く締まつており (硬さ:6)、 粘性少しあり。層は、
米贖 土と黒色土と黄掲色火山灰 (阿多orAh)の力」ヽのブロッ
ク、または粒子が盛んに混入する。なお、黄褐色火山灰
(阿多orAh)は、他の覆土からアカホヤと考えられる。

SC-285

1層 10YR黒褐2//3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘陛に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の、 5m大の小ブロックを微量、粒
子を少量、焼土粒子を少量、炭の小片を微量、白色粒子を

少量含帆
SC-342
1)蕃  10YR畔釘局3//3
硬く締まっており (硬さ:7)、 粘性あり。層中に、白色粒

子を中量、焼土粒子を中量、炭の小片を微量、パミスを少

筆 帆

第23表 土坑覆土注記 (23)
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SC「342

H層  10YR黒掲2/43
硬く締まつており (硬さ:7)、 粘性に富■年層中に、パミ
スを中量(黄褐色大山灰 (阿多orAh)の、3n4kの小ブロッ
クを微量 粒子を少量、炭O/J、片を少量(白色粒子を少量
焼土粒子を微量含む。

Ⅲ層 10m掲 4/4
硬く締まっており (硬き:7)、 粘性に富む。層中に、黄褐
色火山灰 (阿多orAh)の、 2cntのブロック濶躁塾 enn
大の小プロックを少量、粒子を少量、白色粒子を少量く炭
0/J蜻抄 藍 拗 。

SC‐348

1層  OYR黒褐 3ノイ2
やや軟質であり (硬さ:5)、 粕陛に富むI層中に、自色粒
子を中量、阿多火砕流漸移層の、5mmkの小ブロックを少
量 赤化し議 礫機 、麹 腋  (風舞 �)の、
5mmkの小ブロックを少量(炭の小片を微量含む。他の覆
士から、黄褐色火山灰 (―阿多orAh)は阿多央砕流と考えら
れる。

SC-348
Ⅱ層 10嶽黒褐3/2
やや軟質であり (硬さ:5)、 粘性なし。層中に、黄褐色火
山灰 (同多∝Ah)の、2詢 ブロンク独少量 〔瓶武の小
ブ▼ックを少量、炭の対」牛を少量、1赤化した角礫を、層下

位を中心として多量 白色粒子を少量含帆 黄褐色大山灰
(阿多∝崩)は、他の混入物から阿多人砕流と考えられる。

IIS 10YI輯詔場3/′ 21

軟質であり (硬さ:4)、 粕性に1富む。層中には、黄褐色火
山灰 (阿多∝A4)力 主`体的に混入する。他の混入物から、
阿多央砕流と考えられる。層中には、他に焼圭粒子を微量、
自色粒子を少量 阿多勒 層の、1.5cmOブロンクを
鰤 。

第24表 土坑覆土注記 (24)
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SC-67内 遺物出土状況
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第23図 遺構内遺物出土状況図 (1)
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SC l16内 遺物出土状況

0                           5m

SC-73内 遺物出上状況

第24図  遺構内遺物出土状況図 (2)
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第25図  遺構内遺物出土状況図 (3)
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第26図  出土遺物実測図 (堅穴住居内・その 1)
1～ 15:SA-01,16～24:SA-02,25～ 38:sA-03・ 14
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第29図  出土遺物実測図 (竪穴住居内・その 4)
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第30図  出土遺物実測図 (竪穴住居内・その 5)
129～ 135:sA-08
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第31図  出上遺物実測図 (竪穴住居内・その 6)
136～ 157:SA-08
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第37図  出土遺物実測図 (竪穴住居内・その12)
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第38図  出上遺物実測図 (竪穴住居内・その 13)
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第39図  出土遺物実測図 (竪穴住居内 ,その14)
395～ 403:SA-49,404～ 410:SA-51,411～ 424:SA-52,425～ 429:SA-53
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第41図  出土遺物実測図 (堅穴住居内 。その16)
461～ 468:SA-57,469～479:sA-58,480～ 490:sA-60,491～ 503:sA-63
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